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「
魔
術
師
」
は
、
大
正
六
年
一
月
一
日
『
新
小
説
』
第
二
十
二
年
第
一
巻
（
春
陽
堂
）
に
発
表
さ
れ
た
。
本
作
の
執
筆
原
稿
は
、
田
鎖
数

馬
氏
に
よ
る
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集　

第
四
巻

）
1
（

』
解
題
に
「
芦
屋
市
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
」
（
五
一
九
頁
）
と
紹
介
さ
れ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
在
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
解
題
に
原
稿
に
関
す
る
そ
の
他
の
情
報
は
な
く
、
い

ま
だ
そ
の
全
貌
は
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
千
葉
俊
二
氏
監
修
『
別
冊
太
陽　

谷
崎
潤
一
郎

）
2
（

』
に
は
当
該
原
稿
の
写
真
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
が
、
作
品
冒
頭
の
二
枚
を
掲
出
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
び
、
記
念
館
の
御
厚
意
に
よ
り
原
稿
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
か
な
い
、
そ
の
全
葉
を
確
認
で
き
た
。
ま
た
記
念
館
に
は
原
稿
と
と

も
に
、
原
稿
の
表
紙
、
執
筆
当
時
の
様
子
を
知
る
人
物
の
回
想
録
、
本
作
の
創
作
ノ
ー
ト
と
お
ぼ
し
き
紙
が
各
一
枚
保
管
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
新
た
に
判
明
し
た
。
本
稿
で
は
、
原
稿
お
よ
び
新
資
料
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
語
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
執
筆

状
況
の
解
明
に
寄
与
し
た
い
。

女
子
大
國
お　

第
百
六
十
九
号　

令
和
三
年
九
月
三
十
日
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一
、
表
紙
・
回
想
録

　

閲
覧
し
た
表
紙
と
回
想
録
は
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
回
の
調
査
に
よ
っ
て
存
在
が
初
め
て
知
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
無

罫
・
無
地
用
紙
（
縦
二
五
〇
ミ
リ
×
横
一
七
〇
ミ
リ
）
に
筆
書
。
後
述
の
原
稿
の
大
き
さ
に
限
り
な
く
近
い
。
原
稿
に
付
さ
れ
た
表
紙
も

同
じ
大
き
さ
に
な
る
よ
う
に
裁
断
さ
れ
て
お
り
、
中
央
に
縦
書
き
で
「
谷
崎
潤
一
郎
氏
原
稿
「
魔
術
師
」
」
と
筆
書
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
谷
崎
以
外
の
人
物
に
よ
る
も
の
と
推
測
で
き
る
。

　

回
想
録
に
は
「
源
吉
識
」
と
署
名
が
あ
り
、
当
時
春
陽
堂
に
勤
め
『
新
小
説
』
の
編
集
を
担
当
し
て
い
た
細
田
源
吉
に
よ
る
も
の
と
分

か
る

）
3
（

。
署
名
と
と
も
に
「
昭
和
十
七
年
十
月
末
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
作
品
発
表
の
二
十
五
年
後
に
記
さ
れ
た
回
想
録
で
あ
る
と
推
測
さ

れ
る
。
四
半
世
紀
が
過
ぎ
た
の
ち
に
顧
み
た
文
章
と
い
う
点
に
留
意
す
る
必
要
は
あ
ろ
う
が
、
谷
崎
の
執
筆
状
況
を
知
る
上
で
の
大
き
な

手
掛
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

細
田
に
よ
れ
ば
、
谷
崎
が
本
作
の
筆
を
執
っ
た
の
は
「
大
正
五
年
十
二
月
」
と
の
こ
と
。
前
年
に
「
お
艶
殺
し
」
（
『
中
央
公
論
』
第
三
十
年

第
一
号
〈
一
月
一
日
、
中
央
公
論
社
〉
）「
お
才
と
巳
之
介
」
（
『
中
央
公
論
』
第
三
十
年
第
十
号
〈
九
月
一
日
〉
）
な
ど
を
発
表
し
た
谷
崎
を
、
「
新
進
流

行
作
家
と
し
て
文
名
轟
く
」
と
細
田
は
評
し
て
お
り
、
『
新
小
説
』
の
依
頼
に
よ
っ
て
短
編
小
説
を
執
筆
す
る
運
び
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ

う
し
た
経
緯
で
書
き
始
め
ら
れ
た
本
作
だ
が
、
「
〆
切
と
な
り
て
も
原
稿
成
ら
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
順
調
に
筆
が
進
ん
だ
わ
け
で
は
な
か
っ

た
ら
し
い
。
当
初
『
新
小
説
』
編
集
主
任
の
田
中
純

）
4
（

が
毎
日
午
後
に
谷
崎
の
家
を
訪
れ
、
創
作
ノ
ー
ト
に
書
か
れ
た
本
作
を
原
稿
用
紙
に

書
き
写
し
て
い
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
は
細
田
が
筆
写
の
役
目
を
受
け
、
毎
日
ノ
ー
ト
を
一
、二
枚
ず
つ
書
き
写
し
て
完
成

さ
せ
た
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
本
作
執
筆
に
あ
た
り
谷
崎
が
創
作
ノ
ー
ト
を
用
い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

大
正
五
年
と
い
え
ば
、
最
初
の
妻
千
代
と
の
子
、
鮎
子
が
生
ま
れ
た
年
で
あ
る

）
5
（

。
細
田
に
と
っ
て
も
千
代
と
鮎
子
の
姿
は
印
象
に
残
っ
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て
い
た
の
か
、
「
赤
チ
ヤ
ン
を
抱
け
る
若
き
夫
人
は
芸
妓
な
り
し
と
か
、
二
十
一
二
の
美
し
き
女
な
り
し
」
と
振
り
返
っ
て
い
る
。
翌
年
六

月
に
は
、
千
代
と
鮎
子
を
蛎
殻
町
の
生
家
へ
送
り
出
し
て
い
る
た
め

）
6
（

、
細
田
の
記
憶
が
正
し
け
れ
ば
、
わ
ず
か
一
年
あ
ま
り
の
家
族
三
人

暮
ら
し
の
様
子
が
記
さ
れ
た
貴
重
な
一
文
で
あ
る
。
ま
た
、
文
中
に
明
記
さ
れ
る
谷
崎
邸
の
住
所
「
小
石
川
区
原
町
」
も
、
弟
の
精
二
に

宛
て
た
大
正
五
年
十
二
月
二
十
一
日
付
の
書
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
住
所
「
小
石
川
原
町
十
三

）
7
（

」
と
一
致
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
谷
崎
の
書
斎

が
二
階
に
あ
っ
た
こ
と
、
テ
ー
ブ
ル
や
本
箱
が
新
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
当
時
の
谷
崎
邸
の
様
子
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
の
で
き
る
記
述

が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　

二
、
創
作
ノ
ー
ト

　

記
念
館
に
は
、
創
作
ノ
ー
ト
と
お
ぼ
し
き
紙
も
一
枚
保
管
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
表
紙
や
回
想
録
と
同
様
に
、
こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て

い
な
い
新
資
料
で
あ
る
。
タ
テ
罫
線
入
用
紙
（
縦
一
七
〇
ミ
リ
×
二
一
〇
ミ
リ
）
に
鉛
筆
書
。
ノ
ー
ト
の
一
枚
を
切
り
取
っ
た
も
の
と
見

ら
れ
、
片
面
の
み
に
記
入
さ
れ
て
い
る
。
細
田
が
先
の
回
想
録
で
創
作
ノ
ー
ト
の
存
在
を
明
か
し
、
「
ノ
ー
ト
へ
書
き
つ
ゞ
け
る
態
、
今
当

余
の
目
裡
に
あ
り
」
と
作
品
を
書
き
進
め
る
谷
崎
の
思
い
出
を
語
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
そ
の
ノ
ー
ト
で
あ
ろ
う
。
左
上
に
「
27
」
と
番

号
が
打
た
れ
て
お
り
、
ノ
ー
ト
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
片
面
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
一
枚
だ
け
で
は
断
定
で
き
な
い
が
、
細

田
ら
が
筆
写
す
る
た
め
に
一
枚
ず
つ
切
り
取
っ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

ノ
ー
ト
に
は
二
十
三
行
に
わ
た
っ
て
本
作
の
一
部
分
が
書
か
れ
て
い
る
。
内
容
は
原
稿
の
八
十
枚
目
第
四
行
の
行
頭
か
ら
八
十
二
枚
目

第
九
行
の
十
五
字
目
ま
で
に
相
当
し
、
細
田
が
代
筆
し
た
箇
所
で
あ
る
。
ノ
ー
ト
と
原
稿
と
の
本
文
を
比
較
し
て
み
る
と
、
異
同
は
次
の

二
箇
所
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
ず
、
ノ
ー
ト
の
八
行
目
の
「
美
し
さ
」
が
原
稿
で
は
「
美
さ
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
初
刊
本
『
人
魚
の

嘆
き
』
（
大
正
六
年
四
月
二
十
日
、
春
陽
堂
）
発
行
の
際
に
「
美
し
さ
」
と
改
め
ら
れ
て
お
り
、
誤
写
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
同
じ
く
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ノ
ー
ト
の
八
行
目
「
予
想
し
て
ゐ
た
」
も
原
稿
で
は
「
予
想
し
て
居
た
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
そ
の
後
い
ず
れ
の
本
文
で
も
そ

の
ま
ま
「
居
る
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
ノ
ー
ト
と
原
稿
と
の
異
同
が
二
箇
所
の
み
で
あ
る
こ
と
、
ど
ち
ら
も
内
容
に
大
き
く
関
わ
る
も

の
で
は
な
く
、
特
に
後
者
は
細
田
に
よ
る
表
記
が
の
ち
の
本
文
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
細
田
が
忠
実
に
書
き
写
し
て
い
た
こ
と

が
見
て
取
れ
る
。

　

谷
崎
が
作
品
執
筆
の
際
に
創
作
ノ
ー
ト
を
用
い
て
い
た
と
い
う
の
は
、
昭
和
四
十
五
年
『
中
央
公
論
』
一
〇
〇
〇
号

）
8
（

に
「
続
松
の
木
影
」

と
題
さ
れ
た
創
作
ノ
ー
ト
が
掲
げ
ら
れ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
ノ
ー
ト
に
は
、
昭
和
十
八
年
か
ら
連
載
さ
れ
た
「
細
雪
」

の
構
想
が
仔
細
に
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
も
中
村
真
一
郎
氏
が
創
作
ノ
ー
ト
六
冊
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る

）
9
（

な
ど
、
谷
崎
の
創
作
ノ
ー

ト
は
た
び
た
び
話
題
に
上
っ
た
が
、
中
で
も
平
成
二
十
七
年
に
「
続
松
の
木
影
」
の
前
冊
と
さ
れ
る
「
松
の
木
影
」
を
撮
影
し
た
印
画
紙

二
五
五
枚
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
記
憶
に
新
し
い
。
翌
二
十
八
年
に
は
「
松
の
木
影
」
を
含
む
十
一
種
類
の
創
作
ノ
ー
ト
が
『
全
集

（
二
十
五

）
10
（

）
』
に
収
め
ら
れ
た
。

　

谷
崎
が
創
作
ノ
ー
ト
を
取
り
始
め
た
時
期
に
つ
い
て
中
村
氏
は
、
昭
和
十
七
年
の
随
筆
「
初
昔
」
（
『
日
本
評
論
』
第
十
七
巻
第
六
～
九
号
〈
六

月
一
日
～
九
月
一
日
、
一
元
社
〉
）
の
冒
頭
に
「
近
年
物
忘
れ
の
度
が
は
げ
し
く
な
つ
て
来
た
と
こ
ろ
か
ら
時
々
何
か
と
備
忘
録
に
書
き
留
め
る

や
う
に
な
つ
た

）
11
（

」
と
あ
る
の
を
引
き
合
い
に
、
「
こ
う
し
た
ノ
ー
ト
の
類
の
執
筆
は
ど
う
や
ら
晩
年
に
は
じ
ま
っ
た
新
し
い
習
慣
で
あ
る
か

に
思
わ
れ
る

）
12
（

」
と
い
っ
た
見
解
を
示
し
て
い
る
。
千
葉
氏
、
荒
川
明
子
氏
に
よ
る
『
全
集
（
二
十
五
）
』
解
題
も
、
創
作
ノ
ー
ト
の
作
成
時

期
は
す
べ
て
昭
和
以
降
と
説
い
て
お
り
、
最
も
時
期
が
早
い
と
さ
れ
る
「
松
の
木
影
」
で
さ
え
も
「
「
春
琴
抄
」
の
た
め
の
メ
モ
か
ら
は
じ

ま
り
、
昭
和
十
三
年
七
月
の
阪
神
間
の
大
洪
水
に
い
た
る
ま
で
の
期
間
の
創
作
ノ
ー
ト
」
（
七
四
四
頁
）
と
紹
介
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
千
葉
氏
は
、
『
日
本
近
代
文
学
館
』
第
二
七
六
号

）
13
（

の
解
題
「
こ
の
一
点
「
松
の
木
影
」
」
に
際
し
て
も
「
「
春
琴
抄
」
執
筆
ま
で
は

谷
崎
は
ノ
ー
ト
を
と
る
こ
と
も
な
く
原
稿
を
書
い
て
い
た
よ
う
だ
」
（
五
頁
）
と
推
測
し
て
い
る
。
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つ
ま
り
、
今
回
確
認
で
き
た
創
作
ノ
ー
ト
は
、
「
春
琴
抄
」
発
表
の
昭
和
八
年
よ
り
も
さ
ら
に
十
七
年
以
上
前
に
、
す
で
に
谷
崎
が
創
作

ノ
ー
ト
を
用
い
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
ま
で
「
春
琴
抄
」
以
前
の
創
作
ノ
ー
ト
は
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
本
ノ
ー
ト
の
存
在

に
よ
っ
て
、
谷
崎
が
創
作
ノ
ー
ト
を
取
り
始
め
た
時
期
に
つ
い
て
新
た
な
見
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
細
田
が
ノ
ー

ト
に
書
か
れ
た
文
章
を
「
下
書
き
」
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
に
、
本
ノ
ー
ト
に
書
か
れ
た
本
文
は
限
り
な
く
完
成
形
に
近
い
も
の
で
あ
り
、

「
松
の
木
影
」
や
「
続
松
の
木
影
」
の
よ
う
な
構
想
を
練
っ
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
創

作
ノ
ー
ト
と
は
多
少
性
質
を
異
に
す
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
本
作
の
創
作
ノ
ー
ト
が
確
認
で
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
大
正
期

の
谷
崎
が
原
稿
執
筆
の
前
に
ノ
ー
ト
上
で
推
敲
を
重
ね
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
　
　
　

三
、
原
稿

　

以
上
の
周
辺
資
料
を
整
理
し
た
上
で
、
原
稿
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。
原
稿
用
紙
は
松
屋
製
二
〇
〇
字
詰
め
の
洋
紙
（
縦
二
四
八
ミ

リ
×
横
一
七
二
ミ
リ
）
で
ペ
ン
書
。
一
〇
八
枚
す
べ
て
が
記
念
館
に
現
存
す
る
。
こ
れ
は
、
本
作
と
同
日
に
発
表
さ
れ
た
「
人
魚
の
嘆
き
」

（
『
中
央
公
論
』
第
三
十
二
年
第
一
号
）
の
初
稿
や
翌
年
の
「
兄
弟
」
（
『
中
央
公
論
』
第
三
十
三
年
第
二
号
〈
大
正
七
年
二
月
一
日
〉
）
を
著
し
た
原
稿
用

紙
と
同
じ
も
の
で
あ
る

）
14
（

。

　

タ
イ
ト
ル
は
「
魔
術
師 A

 P
oem

 in
 P

rose.

」
と
あ
り
初
出
『
新
小
説
』
と
一
致
し
て
い
る
が
、
原
稿
に
は
「

―
散
文
詩

―
」
と

い
う
初
出
に
は
見
ら
れ
な
い
副
題
が
付
い
て
い
る
。
原
稿
上
に
こ
の
副
題
を
削
除
し
た
形
跡
が
な
い
た
め
、
ど
の
段
階
で
は
ず
す
こ
と
に

な
っ
た
の
か
、
現
段
階
で
は
解
き
明
か
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
代
わ
り
に
『
新
小
説
』
目
次
に
は
「
魔
術
師
（
散
文
詩
）
」
と
あ
り
、

こ
の
副
題
の
た
め
に
小
説
で
は
な
く
散
文
詩
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。「A

 P
oem

 in
 P

rose.

」
が

初
刊
の
際
に
は
ず
さ
れ
た
こ
と
は
『
全
集
（
四
）
』
解
題
に
記
さ
れ
て
い
る
通
り
だ
が
、
こ
の
「

―
散
文
詩

―
」
も
ま
た
、
の
ち
に
引
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き
継
が
れ
な
か
っ
た
副
題
で
あ
る
。

　

途
中
書
き
手
が
三
度
交
代
し
て
お
り
、
交
代
箇
所
に
は
そ
の
こ
と
を
示
す
付
箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
初
め
に
書
き
手
が
代
わ
っ
た
の
は

八
枚
目
の
冒
頭
で
、
付
箋
に
は
「
こ
こ
よ
り
谷
崎
氏
に
代
は
り
て
田
中
純
筆
記
す
」
と
あ
る
。
さ
ら
に
、
十
八
枚
目
の
第
六
行
に
は
「
こ

こ
よ
り
谷
崎
氏
の
ノ
ー
ト
に
つ
き
て
源
吉
が
筆
写
し
た
り
」
と
、
八
十
五
枚
目
冒
頭
に
は
「
こ
こ
よ
り
又
谷
崎
氏
自
身
執
筆
さ
れ
た
り
」

と
注
記
さ
れ
る
。
谷
崎
か
ら
田
中
へ
、
田
中
か
ら
細
田
へ
、
そ
し
て
細
田
か
ら
谷
崎
へ
、
と
い
っ
た
筆
記
者
の
変
遷
は
、
細
田
の
回
想
録

で
の
叙
述
と
一
致
し
て
い
る
。

　

本
原
稿
に
は
多
く
の
加
筆
が
見
ら
れ
、
前
章
で
見
た
よ
う
に
代
筆
者
が
忠
実
に
創
作
ノ
ー
ト
を
書
き
写
し
て
い
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
原

稿
用
紙
上
で
の
書
き
換
え
は
谷
崎
に
よ
る
新
た
な
推
敲
箇
所
と
な
る
。
そ
こ
で
誤
字
の
訂
正
や
脱
字
の
挿
入
な
ど
を
除
い
た
加
筆
を
数
え

て
み
た
と
こ
ろ
、
そ
の
数
は
一
二
三
箇
所
に
上
っ
た
。
書
き
込
み
の
筆
跡
が
谷
崎
の
自
筆
箇
所
の
も
の
と
非
常
に
よ
く
似
て
い
る

）
15
（

こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
推
敲
の
跡
は
谷
崎
の
手
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
と
見
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
〈
資
料
３

－

２
〉
「
書
き
換
え
箇
所
一

覧
表
」
の
通
り
加
筆
箇
所
は
初
出
で
あ
る
『
新
小
説
』
の
本
文
に
漏
れ
な
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
加
筆
後
の
本
文
を
本
作
の

完
成
稿
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　

推
敲
箇
所
を
詳
し
く
見
て
み
る
と
、
読
み
方
は
変
え
ず
漢
字
の
み
の
変
更
が
五
箇
所

）
16
（

あ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
語
句
そ
の
も

の
を
書
き
換
え
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
、
作
品
世
界
の
雰
囲
気
に
関
わ
る
変
更
が
目
立
つ
。
例
え
ば
、
「
大
通
り
」
を
「
ア
ヹ
ニ
ユ
ウ
」

（
６
）
と
、
「
曲
芸
師
」
を
「
チ
ヤ
リ
ネ
」
（
36
）
と
、
と
い
う
よ
う
に
、
街
の
様
子
を
表
す
描
写
を
意
味
の
近
し
い
西
洋
の
言
葉
に
言
い
換

え
た
箇
所
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
作
品
舞
台
で
あ
る
公
園
が
ど
ん
な
場
所
で
あ
る
か
を
説
明
す
る
際
に
喩
え
ら
れ
た
活
動
写
真
の
作

品
名
が
「Z

igom
ar

」
か
ら
「F

an
tou

m
a

」
（
10
）
へ
変
わ
っ
て
い
た
り

）
17
（

、
魔
術
師
が
魔
術
を
演
じ
て
い
る
小
屋
の
外
観
が
「
印
度
更
紗

の
幕
」
か
ら
「
冷
い
鉄
の
門
」
（
30
）
に
な
っ
て
い
た
り
す
る
の
も
、
作
品
世
界
の
雰
囲
気
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め
に
加
え
ら
れ
た
書
き
換
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え
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
推
敲
箇
所
を
ひ
と
つ
ず
つ
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
谷
崎
が
「
魔
術
師
」
と
い
う
作
品
を

ど
の
よ
う
に
描
こ
う
と
し
て
い
た
の
か
、
作
者
の
創
作
意
図
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
推
敲
箇
所
の
検
討
と
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た

本
作
の
作
品
検
討
に
つ
い
て
は
、
別
途
機
会
を
改
め
た
い
。

謝
辞

　

本
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
資
料
掲
載
の
ご
快
諾
と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
芦
屋
市
谷
崎
潤
一
郎
記
念
館
、
学
芸
員
の
井
上

勝
博
氏
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

注（
1
） 

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
日
、
中
央
公
論
新
社
。
以
下
同
書
を
『
全
集
（
巻
数
）
』
と
略
記
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
引
用
に
際
し
て
字
体
を
通
行
の

も
の
に
改
め
て
い
る
。

（
2
） 

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
五
日
、
平
凡
社
。
六
十
六
頁
。

（
3
） 

臼
井
吉
見
氏
著
『
現
代
日
本
文
学
全
集　

85
』
（
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
二
十
日
、
筑
摩
書
房
）
年
譜
四
二
七
～
四
二
八
頁
に
よ
れ
ば
、
細
田
は
大
正

四
年
に
早
稲
田
大
学
を
卒
業
し
た
の
ち
、
同
年
十
二
月
春
陽
堂
編
集
部
に
入
り
、
『
新
小
説
』
の
編
集
を
担
当
し
て
い
た
。

（
4
） 

同
右
四
二
三
頁
に
よ
る
と
、
細
田
と
同
じ
く
大
正
四
年
に
春
陽
堂
へ
入
社
し
、
『
新
小
説
』
編
集
長
に
就
任
し
た
。

（
5
） 

大
正
五
年
の
随
筆
「
父
と
な
り
て
」
（
『
中
央
公
論
』
第
三
十
一
年
第
五
号
〈
五
月
一
日
〉
）
に
、
「
去
る
三
月
十
四
日
に
始
め
て
子
供
の
父
と
な
つ
た
」

（
『
全
集
（
九
）
』
〈
平
成
二
十
九
年
二
月
十
日
、
四
五
一
頁
〉
）
と
あ
る
。

（
6
） 

大
正
六
年
六
月
十
二
日
に
「
十
四
日
に
お
千
代
と
赤
ん
坊
と
を
蛎
殻
町
の
方
へ
や
る
事
に
し
た
」
（
『
谷
崎
潤
一
郎
全
集　

第
二
十
五
巻
』
〈
昭
和
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五
十
八
年
九
月
二
十
五
日
、
中
央
公
論
社
〉
四
十
三
頁
）
と
い
っ
た
書
簡
を
弟
で
あ
る
精
二
に
宛
て
て
い
る
。

（
7
） 
同
右
四
十
二
頁
。

（
8
） 
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
一
日
、
中
央
公
論
社
。

（
9
） 「
谷
崎
潤
一
郎
の
創
作
ノ
ー
ト
」
（
『
中
央
公
論
文
芸
特
集
』
〈
昭
和
五
十
九
年
十
月
二
十
五
日
、
中
央
公
論
社
〉
）
。

（
10
）
平
成
二
十
八
年
九
月
十
日
。

（
11
） 『
全
集
（
十
八
）
』
（
平
成
二
十
八
年
五
月
十
日
）
三
五
九
頁
。

（
12
） 「
谷
崎
潤
一
郎
の
創
作
ノ
ー
ト
」
七
十
一
頁
。

（
13
） 

平
成
二
十
九
年
三
月
十
五
日
、
日
本
近
代
文
学
館
。

（
14
） 

橘
弘
一
郎
氏
が
『
谷
崎
潤
一
郎
先
生
著
書
総
目
録　

第
壱
巻
』
附
記
四
頁
（
昭
和
三
十
九
年
七
月
二
十
四
日
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
吾
八
）
に
、
「
人
魚
の
嘆

き
」
初
稿
（
四
頁
）
と
「
兄
弟
」
（
六
頁
）
の
原
稿
用
紙
に
つ
い
て
、
写
真
と
と
も
に
い
ず
れ
も
「
松
屋
製
原
稿
用
紙
」
「
二
百
字
詰
」
と
紹
介
し
て

い
る
。
ま
た
、
「
人
魚
の
嘆
き
」
初
稿
は
現
在
日
本
近
代
文
学
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
全
葉
を
確
認
し
た
千
葉
氏
が
、
八
枚
す
べ
て
の
写
真
を
『
ユ

リ
イ
カ
』
第
三
十
五
巻
第
八
号
（
平
成
十
五
年
五
月
一
日
、
青
土
社
）
に
掲
載
し
て
い
る
。

（
15
） 

原
稿
に
施
さ
れ
た
加
筆
が
谷
崎
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
示
す
た
め
に
、
加
筆
と
同
じ
文
字
を
原
稿
内
か
ら
抽
出
し
た
。
加
筆
箇
所
の
写
真
の
下

に
、
①
谷
崎
②
田
中
③
細
田
の
順
で
そ
れ
ぞ
れ
列
挙
す
る
。
今
回
は
「
覚
え
」
「
で
せ
う
」
「
ま
し
た
」
の
三
つ
を
比
較
し
た
が
、
い
ず
れ
も
谷
崎
の

執
筆
箇
所
の
文
字
が
加
筆
の
筆
跡
と
似
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
引
用
元
を
（
枚
数
‐行
数
）
と
い
っ
た
よ
う
に
注
記
し
て
い
る
。

 

・
「
覚
え
」
（
39
‐
１
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
谷
崎
（
１

‐
６
）　　
　
　
　

  

②
田
中
（
８

‐
10
）　　
　
　
　
　

 

③
細
田
（
40
‐
10
）
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・
「
で
せ
う
」
（
47
‐
１)

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
谷
崎
（
５

‐
２
）　　
　
　
　

  

②
田
中
（
11
‐
６
）　　
　
　
　
　

  

③
細
田
（
42
‐
10
）

 

・
「
ま
し
た
」
（
47
‐
７
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

①
谷
崎
（
93
‐
９
）　　
　
　
　

  

②
田
中
（
11
‐
４
）　　
　
　
　
　

  

③
細
田
（
37
‐
２
）

（
16
） 〈
資
料
３

‐
２
〉
「
書
き
換
え
箇
所
一
覧
表
」
の
通
し
番
号
１
、
２
、
５
、
32
、
108
の
書
き
換
え
が
当
て
は
ま
る
。
以
下
の
当
「
解
説
」
本
文
に
於
い
て

は
、
括
弧
内
に
「
書
き
換
え
箇
所
一
覧
表
」
該
当
す
る
数
字
を
付
す
。

（
17
） 

田
中
純
一
郎
氏
『
日
本
映
画
発
達
史
Ⅰ　

活
動
写
真
時
代
』
（
昭
和
五
十
五
年
二
月
二
十
日
、
中
央
公
論
社
）
に
よ
れ
ば
、
「Z

igom
ar

」
は
明
治

四
十
四
年
十
一
月
十
一
日
よ
り
浅
草
の
金
竜
館
に
て
上
映
さ
れ
、
「F

an
tou

m
a

」
は
大
正
四
年
五
月
九
日
、
浅
草
電
気
館
に
て
上
映
が
開
始
さ
れ
た
。

な
お
、
「F

an
tou

m
a

」
の
ス
ペ
ル
は
本
来
「F

an
tom

as

」
で
あ
る
が
、
原
稿
を
含
め
す
べ
て
の
本
文
で
「F

an
tou

m
a

」
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
。

 

（
本
学
大
学
院
研
修
者
）
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〈
資
料
１
‐
１
〉
細
田
源
吉
著
「
回
想
録
」
写
真
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〈
資
料
１
‐
２
〉
細
田
源
吉
著
「
回
想
録
」
翻
刻

【
凡
例
】

一
、
各
行
頭
の
算
用
数
字
は
行
の
移
り
を
表
す
。

一
、
資
料
の
様
相
を
そ
の
ま
ま
提
示
す
る
た
め
、
字
体
や
仮
名
遣
い
な
ど
可
能
な
限
り
原
文
の
表
記
に
従
っ
た
。

１　

谷
崎
潤
一
郎
作
「
魔
術
師
」
原
稿

２　
　

大
正
五
年
十
二
月
の
事
な
り
、
当
時
新
進
流
行
作
家
と
し
て

３　
　

文
名
轟
く
谷
崎
氏
は
、
「
新
小
説
」
の
注
文
に
よ
り
短
篇
を
執
筆

４　
　

さ
れ
た
り
。
折
柄
〆
切
と
な
り
て
も
原
稿
成
ら
ず
、
編
輯
主
任
の
田

５　
　

中
純
、
毎
日
午
後
出
か
け
て
谷
崎
氏
の
下
書
き
を
筆
写
し
、
つ
ひ
に
そ

６　
　

の
役
目
か
源
吉
の
方
へ
廻
は
り
、
毎
夕
小
石
川
区
原
町
の
谷
崎
氏
方
へ

７　
　

出
か
け
、
氏
の
ノ
ー
ト
を
一
二
枚
つ（

マ
マ
）ゞ

筆
写
し
夜
十
時
十
一
時
に
な
り
て

８　
　

帰
宅
し
た
り
、
数
日
か
く
し
て
こ
の
作
な
れ
り
、
谷
崎
氏
は
新
婚
生
活
の

９　
　

初
年
か
二
年
目
な
り
。
赤
チ
ヤ
ン
を
抱
け
る
若
き
夫
人
は
藝
妓
な
り
し
と

10　
　

か
、
二
十
一
二
の
美
し
き
女
な
り
し
、
後
年
こ
の
夫
人
は
佐
藤
春
夫
氏
方
に

11　
　

貰
は
れ
た
り
、
思
へ
ば
二
十
七
八
年
の
昔
な
り
。
潤
一
郎
氏
の
書
斎
は
二
階

12　
　

に
て
、
テ
ー
ブ
ル
、
本
箱
、
共
に
新
調
に
て
流
行
児
の
ち
や
き
〳
〵
な
る
氏
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13　
　

は
、
こ
つ
〳
〵
と
鉛
筆
を
鳴
し
つ
ゝ
ノ
ー
ト
に
書
き
つ
ゞ
け
る
態
、
今
当
余

14　
　

の
目
裡
に
あ
り
、
こ
の
原
稿
、
中
途
よ
り
筆
の
代
は
れ
る
は
田
中
純
、
更
に

15　
　

そ
の
後
は
源
吉
、
而
し
て
更
に
85
枚
目
よ
り
は
谷
崎
氏
の
筆
な
り
、

16　
　

實
に
懷
旧
の
情
に
堪
へ
ず　
　
　
　
　

昭
和
十
七
年
十
月
末　
　

源
吉
識
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〈
資
料
２
‐
１
〉
「
創
作
ノ
ー
ト
」
（
二
十
七
枚
目
）
写
真
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〈
資
料
２
‐
２
〉
「
創
作
ノ
ー
ト
」
（
二
十
七
枚
目
）
翻
刻

【
凡
例
】

一
、
各
行
頭
の
算
用
数
字
は
ノ
ー
ト
の
行
数
を
表
す
。

一
、
資
料
の
様
相
を
そ
の
ま
ま
提
示
す
る
た
め
、
字
体
や
仮
名
遣
い
な
ど
可
能
な
限
り
原
文
の
表
記
に
従
い
、
表
示
で
き
な
い
文
字
に
は

●
を
置
い
た
。
ル
ビ
に
関
し
て
も
同
様
に
そ
の
ま
ま
記
し
た
。

一
、
創
作
ノ
ー
ト
上
の
推
敲
箇
所
に
関
し
て
、
一
重
あ
る
い
は
二
重
線
で
消
さ
れ
下
の
文
字
が
判
読
可
能
な
箇
所
を
「
見
せ
消
ち
」
と
し
、

塗
り
つ
ぶ
す
よ
う
に
消
さ
れ
下
の
文
字
に
判
読
不
能
な
部
分
が
多
い
箇
所
を
「
抹
消
」
と
い
っ
た
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

再
現
し
た
。
ど
ち
ら
と
も
取
れ
る
箇
所
も
あ
る
が
、
稿
者
の
判
断
に
よ
っ
て
分
類
し
た
。
細
部
に
つ
い
て
は
、
写
真
版
を
参
照
い
た

だ
き
た
い
。

一
、
見
せ
消
ち
・
抹
消
箇
所
に
は
文
字
の
上
か
ら
取
り
消
し
線
を
重
ね
、
加
筆
さ
れ
た
箇
所
は
〔　

〕
の
中
に
記
し
た
。
な
お
、
抹
消
箇

所
の
文
字
を
網
掛
け
し
、
見
せ
消
ち
箇
所
と
の
区
別
を
図
っ
た
。

一
、
判
読
不
能
の
箇
所
に
は
□
を
置
い
た
。

一
、
原
稿
と
の
異
同
箇
所
に
は
二
重
傍
線
を
付
し
た
。

１　
　

私
は
、
其
の
魔
術
師
が
□
滑
か
に
〔
□
諄
々
と
し
て
〕
語
り
□
□
續
け
る
〔
滑
か
な
〕
言
葉
□
よ
り
も
、
寧

２　

ろ
彼
の
艶
冶
を
極
め
た
優
婉
な
容
貌
と
姿
態
と
に
、
い
つ
迄
も
い
つ
迄
も
恍

３　

惚
と
し
て
眺
め
入
り
ま
し
た
。
艶
冶
な
眉
目
と
●
〔
阿
〕
娜
た
る
〔
風
〕
姿
態
〔
と
〕
に
心
を
奪
は
れ
、
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※
●
は
、
女
へ
ん
＋
阿

４　

い
つ
迄
も
い
つ
迄
も
恍
惚
と
し
て
〔
、
〕
眼
を
睜み

は

ら
ず
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

５　

非
凡
彼
が
非
超
凡
の
美
貌
を
備
へ
た
青
年
で
あ
る
事
か
ら
〔
て
居
る
事
〕
は
、
前
か

６　

ら
聞
い
て
居
た
の
で
す
が
、
其
れ
に
し
て
も
私
は
彼
に
今
更
今
、
話
に
依
つ
て
□

７　

豫
想
し
て
ゐ
た
〔
彼
の
〕
顔
よ
り
も
立
ち
よ
り
〔
も
、
〕
も
十
倍
十
倍
も
二
十
倍
も
勝
つ
た

８　

数
十
倍
段
立
ち
と
□
〔
、
〕
彼
の
実
際
の
輪
廓
と
〔
を
比
較
し
て
、
〕
□
美
し
さ
の
程
度
に
格
段
の

９　

徑
庭
を
□
持
つ
相
違
の
〔
が
〕
あ
る
〔
つ
た
〕
〔
る
〕
事
を
認
め
た
の
で
す
〔
ま
し
た
〕
。
就
中
、
一
番

10　

私
の
意
外
に
感
じ
た
の
は
、
う
ら
若
い
男
子
だ
と
の
み
思
つ
て
居
た
其

11　

の
魔
術
師
□
□
□
が
、
男
で
あ
る
や
ら
女
で
あ
る
や
ら
容
易
に
全
く
区
別

12　

の
付
か
な
い
事
で
す
。
女
に
云
は
せ
れ
ば
、
彼
は
絶
世
の
美
男
だ
と
云
ふ
で
せ
う
。

13　

け
れ
ど
も
男
に
云
は
せ
□
□
〔
た
ら
、
〕
或
は
曠
古
の
美
女
だ
と
云
ふ
か
も
□
知
れ
ま
せ
ん
。
〔
私
は
〕
彼

14　

の
骨
格
、
筋
肉
、
動
作
、
音
聲
の
凡
べ
て
の
部
分
に
、
男
性
〔
的
〕
の
髙
雅
と
女
性

15　

□
□
智
慧
と
□
□
精
悍
〔
活
潑
〕
と
〔
が
、
〕
女
性
〔
的
〕
の
優
婉
と
軟
〔
柔
〕
媚
と
優
婉
と
狡
猾
と
〔
繊
細
と
〕
陰
険

16　

と
□
と
の
間
に
、
渾
然
と
し
て
融
合
□
さ
れ
て
居
る
の
を
見

17　

ま
し
た
。
た
と
へ
ば
髪
の
彼
の
房
々
と
し
た
栗
色
の
髪
の
毛
や
、
ふ
つ
く
ら
と
し
た

18　

豊
瓜
実
顔
の
豊
頬
や
、
な
ま
や
か
に
□
〔
眞
紅
な
小
い
さ
い
唇
や
、
〕
優
婉
に
し
て
而
も
精
悍
な
手
足

19　

の
恰
好
や
、
其
れ
等
の
一
點
一
劃
に
も
、
□
□
〔
□
〕

20　

の
性
的
特
張
が
、
□
面
な
ど
も
頗
る
顕
著
に
□
□
包
含
さ
れ
て
ゐ
る
□
□



110

21　

の
で
す
。
頗
る
織
り
込
ま
れ
て
、
此
の
不
思
議
〔
微
妙
〕
な
る
調
和
の
現
れ
て
□
□

22　

〔
の
〕
存
在
し
て
居
る
工
合
は
、
ち
や
う
ど
十
五
□
六
歳
の
、
性
的
特
張
が

23　

ま
だ
充
分
に
發
達
し
て
居
な
い
美
少
年
の
□
少
女
〔
少
女
〕
或
は
少
年
の
体
質

〈
資
料
３
‐
１
〉
「
原
稿
」
翻
刻

【
凡
例
】

一
、
資
料
の
様
相
を
そ
の
ま
ま
提
示
す
る
た
め
、
字
体
や
仮
名
遣
い
な
ど
可
能
な
限
り
原
文
の
表
記
に
従
い
、
表
示
で
き
な
い
文
字
に
は

●
を
置
い
た
。
ル
ビ
に
関
し
て
も
同
様
に
そ
の
ま
ま
記
し
た
。

一
、
加
筆
後
の
本
文
を
完
成
稿
と
見
な
し
た
。

一
、
書
き
換
え
ら
れ
た
箇
所
を
明
確
に
す
る
た
め
に
加
筆
部
分
は
傍
線
で
示
し
、
元
あ
っ
た
語
句
は
【
○
○
】
と
い
っ
た
よ
う
に
該
当
箇

所
に
記
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
誤
字
の
訂
正
は
加
筆
箇
所
に
含
め
て
い
な
い
。

一
、
（　

）
内
の
数
字
は
、
〈
資
料
３

‐
２
〉
「
書
き
換
え
箇
所
一
覧
表
」
の
通
し
番
号
に
対
応
し
て
い
る
。

一
、
原
稿
の
各
用
紙
の
末
尾
に
当
た
る
箇
所
に
は
閉
じ
る
カ
ギ
括
弧
（ 
」
）
を
挿
入
し
、
例
え
ば
一
枚
目
で
あ
れ
ば 

」
１
と
い
っ
た
よ
う

に
算
用
数
字
で
何
枚
目
で
あ
る
か
を
示
し
た
。

一
、
翻
刻
内
の
改
行
お
よ
び
行
の
移
り
は
す
べ
て
原
稿
用
紙
に
依
っ
て
お
り
、
各
行
頭
の
算
用
数
字
は
原
稿
用
紙
の
行
番
号
を
表
す
。

一
、
翻
刻
内
の
〈　

〉
は
原
稿
に
記
さ
れ
た
改
行
等
の
指
示
に
付
し
た
。
原
稿
に
は
括
弧
は
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
改
行
は
「
改
行
」
、
追
い
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込
み
は
「
ツ
ヾ
ク
」
、
空
き
行
は
「
二
行
ア
ケ
」
な
ど
と
い
う
よ
う
に
指
示
さ
れ
て
い
る
。

一
、
八
十
五
枚
目
以
降
は
、
谷
崎
が
原
稿
上
で
推
敲
を
重
ね
な
が
ら
書
き
進
め
て
お
り
、
文
の
中
途
で
書
き
換
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
あ

る
。
判
読
し
得
る
限
り
忠
実
に
翻
刻
し
、
判
読
不
能
の
箇
所
に
は
□
を
置
い
た
。

一
、
八
十
五
枚
目
以
降
の
推
敲
箇
所
に
関
し
て
、
一
重
あ
る
い
は
二
重
線
で
消
さ
れ
下
の
文
字
が
判
読
可
能
な
箇
所
を
「
見
せ
消
ち
」
と

し
、
塗
り
つ
ぶ
す
よ
う
に
消
さ
れ
下
の
文
字
に
判
読
不
能
な
部
分
が
多
い
箇
所
を
「
抹
消
」
と
い
っ
た
よ
う
に
分
類
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
再
現
し
た
。
ど
ち
ら
と
も
取
れ
る
箇
所
も
あ
る
が
、
稿
者
の
判
断
に
よ
っ
て
分
類
し
た
。

一
、
見
せ
消
ち
・
抹
消
箇
所
に
は
文
字
の
上
か
ら
取
り
消
し
線
を
重
ね
た
。
な
お
、
抹
消
箇
所
の
文
字
を
網
掛
け
し
、
見
せ
消
ち
箇
所
と

の
区
別
を
図
っ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
代
筆
者
の
担
当
箇
所
に
施
さ
れ
た
加
筆
と
は
性
質
が
異
な
り
、
む
し
ろ
創
作
ノ
ー
ト
上
の

加
筆
に
近
し
い
と
判
断
し
、
「
書
き
換
え
箇
所
」
の
数
に
は
含
め
て
い
な
い
。

一
、
本
原
稿
に
は
語
句
あ
る
い
は
文
の
脱
落
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
ら
は
次
行
で
補
わ
れ
正
し
い
箇
所
へ
の
挿
入
が
指
示
さ
れ
て
い
る
。
抜

け
落
ち
た
語
句
を
〔　

〕
内
に
記
し
、
元
あ
っ
た
箇
所
に
は
■
を
置
い
た
。
な
お
、
五
十
五
枚
目
第
七
行
、
五
十
六
枚
目
第
十
行
、

五
十
八
枚
目
第
五
行
、
九
十
八
枚
目
第
一
行
の
四
箇
所
に
関
し
て
は
、
抜
け
落
ち
た
語
句
や
文
を
欄
外
に
て
補
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
元
あ
っ
た
箇
所
は
示
さ
ず
、
そ
の
こ
と
を
翻
刻
内
に
注
記
し
て
い
る
。

一
、
書
き
手
の
交
代
を
示
す
付
箋
に
つ
い
て
は
、
該
当
箇
所
に
付
箋
の
文
言
を
記
し
、
本
文
と
区
別
す
る
た
め
に 

 

で
囲
っ
た
。

一
、
創
作
ノ
ー
ト
の
本
文
と
比
較
し
や
す
い
よ
う
に
、
対
応
す
る
箇
所
は
太
字
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
表
し
、
異
同
に
は
二
重
傍
線
を
付
し
た
。

一
、
四
十
六
～
四
十
七
枚
目
を
ま
た
ぐ
文
に
脱
字
が
見
ら
れ
る
た
め
、
初
出
の
本
文
に
鑑
み
て
稿
者
が
言
葉
を
補
い
、《　

》
内
に
記
し
た
。
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１　
　
　

魔　

術　

師　

 A
 poem

 in
 prose.

２　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
﨑
潤
一
郎

３　
　
　
　

―
散
文
詩

―

４　
　

私
わ
た
し

が
あ
の
魔
術
師
に
〔
會
〕
【
遭
（
１
）
】
つ
た
の
は
、
何い

づ
こ處

の
国
の

５　

何
と
云
ふ
町
で
あ
つ
た
■

（
會
）

か
、
今
で
は
ハ
ツ
キ
リ
と

６　

覚
え
て
居
ま
せ
ん
。

―
ど
う
か
す
る
と
、
其

７　

れ
は
日
本
の
東
京
の
や
う
に
も
思
は
れ
ま
す
が
、
或

８　

る
時
は
又
南
洋
や
南
米
の
殖
民
地
で
あ
つ
た
や
う
な
、

９　

或
は
支
那
か
印
度
辺
の
船ふ

な

着つ
き

場ば

で
あ
つ
た
や
う
な
気

10　

も
す
る
の
で
す
。
兎
に
も
角
に
も
、
其
れ
は
文
明
の
」
１

１　

中
心
地
た
る
欧
羅
巴
か
ら
か
け
離
れ
た
、
地
球
の
片か

た

２　

隅す
み

に
位
し
て
居
る
國
の
都
で
、
而
も
極
め
て
殷
富
な

３　

市
街
の
一
廓
の
、
非
常
に
賑
や
か
な
夜よ

る

の
巷
で
し
た
。

４　

し
か
し
あ
な
た
が
、
其
の
場
所
の
性
質
や
光
景
や
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
●
は
、
く
に
が
ま
え
＋
分

５　

圍
気
に
関
し
て
、
も
う
少
し
明
瞭
な
観
念
を
得
た

６　

い
と
云
ふ
な
ら
ば
、
ま
あ
私
は
手
短
か
に
、
浅
草
の

７　

六
区
に
似
て
居
る
、
あ
れ
よ
り
も
も
つ
と
不
思
議
な
、
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８　

も
つ
と
乱
雑
な
、
さ
う
し
て
も
つ
と
頽
爛
し
た
公
園

９　

で
あ
つ
た
と
云
つ
て
置
き
ま
せ
う
。

10　
　

若
し
も
あ
な
た
が
、
浅
草
の
公
園
に
似
て
居
る
」
２

１　

と
云
ふ
説
明
を
〔
聞
〕
【
聴
（
２
）
】
い
て
、
其
處
に
何
等
の
美
し
さ
を

２　

も

懐
な
つ
か

し
さ
を
も
■

（
聞
）

感
ぜ
ず
、
寧
ろ
不
愉
快
な
、
汚
穢

３　

な
土
地
を
連
想
す
る
〔
や
う
（
３
）
〕
な
ら
【
ば
（
３
）
】
、
其
れ
は
あ
な
た
の
『
美
』

４　

に
対
す
る
考
へ
方
■や

う■
が
、
私
と
ま
る
き
り
違
つ
て

５　

居
る
結
果
な
の
で
す
。
私
は
勿
論
、
十
二
階
の
塔
の

６　

下
の
方
に
棲
ん
で
居
る
、“ven

al n
ym

ph
”

の
一
群

７　

を
さ
し
て
、
美
し
い
と
云
ふ
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

８　

私
の
云
ふ
の
は
、
あ
の
公
園
全
体
の
空
気
の
事
で
す
。

９　

暗
黒
な
洞
窟
を
裏
面
に
控
へ
つ
ゝ
、
表
へ
廻
る
と
常

10　

に
明あ

か

る
い
歡
ば
し
い
顔
つ
き
を
し
て
、
好
奇
な
大
膽
」
３

１　

な
眼
を
輝
か
し
、
夜
な
夜
な
毒
々
し
い
化
粧
を
誇
つ

２　

て
居
る
公
園
全
体
の
情
調
を
云
ふ
の
で
す
。
善
も
悪

３　

も
、
美
も
醜
も
、
笑
ひ
も
涙
も
、
凡
べ
て
の
物
を
溶

４　

解
し
て
、
ま
す
〳
〵
巧
眩
な
光
を
放
ち
、
炳へ

い

絢け
ん

な

５　

色
を
湛
へ
て
居
る
偉
大
な
公
園
の
、
海
の
や
う
な
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６　

壮
観
を
云
ふ
の
で
す
。
さ
う
し
て
、
私
が
今
語
ら
う

７　

と
す
る
或
る
国
の
或
る
公
園
は
、
偉
大
と
混
濁
と
【
複
雑
（
４
）
】
の
點

８　

に
於
い
て
、
六
区
よ
り
も
更
に
一
層
六
区
式
な
、
怪

９　

異
な
殺
伐
な
土
地
で
あ
つ
た
と
記
憶
し
て
居
ま
す
。
〈
別
行
〉

10　
　

浅
草
の
公
園
を
、
鼻
持
ち
の
な
ら
な
い
俗
悪
な
場
」
４

１　

所
だ
と
感
ず
る
人
に
、
あ
の
国
の
公
園
を
見
せ
た

２　

な
ら
果
し
て
何
と
云
ふ
で
せ
う
。
其
處
に
は
俗
悪
以

３　

上
の
野
蠻
と
不
潔
と
潰
敗
と
が
、
溝ど

ぶ

の
下
水
の
澱よ

ど

ん

４　

だ
や
う
に
堆
積
し
て
、
晝
は
熱
帯
の
白
日
の
下
に
、

５　

夜よ
る

は
煌
々
た
る
燈
火
の
光
に
、
耻
づ
る
色
な
く
發あ

ば

き

６　

曝
さ
れ
、
絶
え
ず
蒸
し
蒸
し
と
悪
臭
を
發
酵
さ
せ
て

７　

居
る
の
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
支
那
料
理
の
皮び

い

【
鵞
（
５
）
】
蛋だ

ん

の

８　

旨う
ま

さ
を
解
す
る
人
は
、
暗
緑
色
に
腐
り
壞
れ
た
鵞
の

９　

卵
の
、
胸
を
む
か
む
か
さ
せ
る
や
う
な
異
様
な
匂
を

10　

掘
り
返
し
つ
ゝ
、
中
に
含
ま
れ
た
芳は

う

鬱う
つ

な
渥あ

く

味み

に
舌し

た

」
５

１　

を
鳴
ら
す
と
云
ふ
事
で
す
。
私
が
初
め
て
あ
の
公
園

２　

へ
這
入
つ
た
時
に
も
、
ち
や
う
ど
其
れ
と
同
じ
や
う

３　

な
、
薄
気
味
の
悪
い
面
白
さ
に
襲
は
れ
ま
し
た
。
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４　
　

何
で
も
其
れ
は
初
夏
の
夕ゆ

ふ

べ
の
、
涼
し
い
風
の
吹

５　

く
時
分
だ
つ
た
で
せ
う
。
私
が
其
の
町
の
と
あ
る
料

６　

理
屋
で
、
私
の
戀
人
と
樂
し
い
會
合
を
果
た
し
た
後
、

７　

互
ひ
に
腕
を
組
み
合
つ
て
、
電
車
や
自
働
車
や
人
力

８　

車
の
繁
く
往
き
交か

ふ
ア
ヹ
ニ
ユ
ウ
【
大
通
り
（
６
）
】
を
、
睦

９　

し
さ
う
に
散
歩
し
て
居
る
最
中
で
し
た
。

10　

「
ね
え
あ
な
た
、
今
夜
此
れ
か
ら
公
園
へ
行
つ
て
見
」
６

１　

よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」

２　
　

と
、
彼か

の
女じ

よ

が
突
然
、
あ
の
妖
艶
な
大
き
な

３　

瞳
を
ぱ
つ
ち
り
と
【

慵
も
の
う

げ
に
（
７
）
】
開
い
て
、
私
の
耳
元
で
囁
い
た
の
で
す
。
〈
別
行
〉

４　

「
公
園
？　

公
園
に
何
が
あ
る
の
さ
。
」

５　
　

と
、
私
は
少
し
驚
い
て
尋
ね
ま
し
た
。
な
ぜ
と

６　

云
ふ
の
に
、
私
は
今
迄
、
其
の

７　

町
に
そ
ん
な
公
園
の
あ
つ
た
事
を
知
ら
な
か
つ
た
の

８　

み
な
ら
ず
、
そ
の
時
の
彼
の
女
の
言
葉
に
は
、
何
處

９　

と
な
く
胡
散
臭
い
調
子
が
潜
ん
で
居
て
、
云
は
ゞ

10　

秘
密
な
悪
事
で
も
唆
か
す
や
う
に
聞
え
た
か
ら
で
す
。
」
７



116

　
　１　

　

「
だ
つ
て
あ
な
た
は
あ
の
公
園
が
大
好
き
な
筈
ぢ

２　

や
あ
り
ま
せ
ん
か
。
私
は
初
め
あ
の
公
園
が
非
常
に

３　

恐
ろ
し
か
つ
た
の
で
す
。
娘
の
癖
に
あ
の
公
園
へ
足

４　

を
蹈
み
入
れ
る
の
は
、
恥
辱
だ
と
思
つ
て
居
た
の
で

５　

す
。
其
れ
が
あ
な
た
を
恋
す
る
や
う
に
な
つ
て
か
ら
、

６　

い
つ
し
か
あ
な
た
の
感
化
を
受
け
て
、
あ
ゝ
云
ふ

７　

場
所
に
云
ひ
知
れ
ぬ
興
味
を
感
じ
出
し
ま
し
た
。
あ

８　

な
た
に
会
ふ
事
が
出
来
な
い
で
も
、
あ
の
公
園
へ
遊

９　

び
に
行
け
ば
、
あ
な
た
に
会
つ
て
居
る
や
う
な
心

10　

地
を
覚
え
始
め
ま
し
た
。
…
…
…
…
あ
な
た
が
美
し
」
８

１　

い
や
う
に
あ
の
公
園
は
美
し
い
の
で
す
。
あ
な
た
が

２　

物
好
き
で
あ
る
や
う
に
、
あ
の
公
園
は
物
好
き
な
の

３　

で
す
。
あ
な
た
は
よ
も
や
あ
の
公
園
を
、
知
ら
な
い

４　

筈
は
な
い
で
せ
う
。
」

５　
　

「
お
ゝ
知
つ
て
居
る
、
知
つ
て
居
る
。
」
と
、
私
は

６　

思
は
ず
答
へ
ま
し
た
。
さ
う
し
て
更
に
斯
う
云
ひ
ま

７　

し
た
。
「
…
…
…
彼
処
に
は
た
し
か
い
ろ
い
ろ
な
、

こ
こ
よ
り
谷
崎
氏
に
代
は
り
て
田
中
純
筆
記
す
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８　

珍
し
い
見
せ
物
が
あ
つ
た
筈
だ
。
世
界
中
の
奇
蹟
と

９　

云
ふ
奇
蹟
の
凡
て
が
集
ま
つ
て
居
た
筈
だ
。
彼
処

10　

に
は
古
代
の
羅
馬
に
見
る
や
う
な
、
ア
ム
フ
ィ
セ
ア
」
９

１　

タ
ア
も
あ
る
だ
ら
う
。
ス
ペ
イ
ン
の
闘
牛
も
あ
る
だ

２　

ら
う
。
其
れ
よ
り
も
も
つ
と
突
飛
【
强
烈
（
８
）
】
な
、
も
つ
と
妖
麗
な
、
【
も
つ
と
凄
惨
な
、
（
９
）
】

３　

H
ippodrom

e

も
あ
る
だ
ら
う
。
そ
れ
か
ら
私
の
大

４　

好
き
な
、
い
と
し
い
可
愛
い
お
前
よ
り
も
尚
大
好
き

５　

な
活
動
写
真
が
あ
る
だ
ら
う
。
さ
う
し
て
彼あ

の
、
世

６　

界
中
の
人
間
の
好
奇
心
を

唆
そ
ゝ
の

か
し
たF

an
tou

m
a

【Z
igom

ar

（
10
）
】
や

７　

P
rotea

よ
り
も
、
【
一
層
兇
暴
な
悪
漢
や
、
一
層
嬋

８　

麗
な
毒
婦
た
ち
の
、
（
11
）
】
身
の
毛
の
竦よ

だ

つ
や
う
な
フ
イ
ル
ム
の
【
犯
罪
の
（
12
）
】

９　

数
々
が
、
白
昼
の

幻
ま
ぼ
ろ
し

の
如
く
ま
ざ
ま

10　

ざ
と
映う

つ

さ
れ
て
居
る
だ
ら
う
。
」
」
10

１　
　

「
私
は
此
の
間
、
彼
処
の
活
動
写
眞
舘
で
、
あ

２　

な
た
が
平
生
耽
読
し
て
居
る
古
来
の
詩
人
藝
術
家
の
、

３　

名
高
い
詩
篇
や
戯
曲
の
映
画
を
幾
巻
も
幾
巻
も
見
せ

４　

ら
れ
ま
し
た
。
ホ
オ
マ
ア
の
イ
リ
ア
ッ
ド
だ
の
、
ダ

５　

ン
テ
の
地
獄
の
写
眞
な
ど
は
、
あ
な
た
も
多
分
御
存
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６　

じ
で
せ
う
。
し
か
し
あ
な
た
は
、
支
那
小
説
の
西
遊

７　

記
の
、
西
梁
女
国
の
艶
魔
の
媚
笑
【
媚
態
（
13
）
】
を
御
覧
に
な
つ
た

８　

事
が
あ
り
ま
せ
う
か
。
又
ア
メ
リ
カ
の
ポ
オ
の
作
つ

９　

た
、
恐
怖
と
狂
想
と
神
秘
と
の
、
巧
緻
な
糸
で
織
り

10　

な
さ
れ
た
奇あ

や

し
い
幾
個
の
物
語
が
、
フ
ィ
ル
ム
の
上
」
11

１　

に
展
開
し
て
、
眼
前
に
現
れ
て
来
る
凄
じ
さ
を
、
嘗

２　

て
想
像
し
た
事
が
あ
る
で
せ
う
か
。
【“T

h
e m

u
rders in

３　

 th
e R

u
e M

orgu
e ”

の
中
に
描
か
れ
た
猛
獸
の
動
作
が
、

４　

生
き
生
き
と
し
た
絵
画
と
な
つ
て
事
実
そ
の
ま
ゝ

５　

に
演
ぜ
ら
れ
る
光
景
を
、
ち
よ
つ
と
で
も
考
へ
て
御

６　

覧
な
さ
い
。
或
は
（
14
）
】“T

h
e B

lack C
at ”

の
戦
慄
す
べ
き
地

７　

下
室
の
情
況
や
、“T

h
e P

it an
d th

e P
en

du
lu

m
”

の
暗
澹

８　

た
る
牢
獄
の
有
様
が
、
小
説
よ
り
も
更
に
無
氣
味
に
、

９　

実
際
よ
り
も
更
に
鮮
や
か
に
、
强
く
明
る
く
照
し
出

10　

さ
れ
る
刹
那
の
氣
持
ち
を
味
は
つ
て
御
覧
な
さ
い
。
」
12

１　

而
も
【
さ
う
し
て
（
15
）
】
其
れ
等
の
幻
燈
劇
を
、
黙
つ
て
静
か
に
見

２　

物
し
て
居
る
数
百
人
の
観
客
は
、
み
ん
な
悪
夢
に
魘う

な

３　

さ
れ
た
や
う
に
ビ
ツ
シ
ヨ
リ
と
冷
汗
を
掻
き
、
女
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４　

は
男
の
腕
に
絡
ま
り
【
手
を
〔
捕
〕
へ
（
16
）
】
男
は
女
の
肩
に
し
が
み
着
い
て
、
【
を
抱
い
て
、
（
17
）
】
歯
を

５　

喰
ひ
し
ば
つ
■

（
捕
）

て
お
の
ゝ
き
な
が
ら
、
〔
一
心
に
●
拗
に
、
〕
昂
奮
し
た
怯お

び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
●
は
、
手
へ
ん
＋
執

６　

え
た
瞳
を
、
■（

一
心
に

●

拗
に

、
）

■
■
■
■
■
■
映
画
の
上
へ
注
い
で

７　

居
る
の
で
す
。
彼
等
は
折
々
、
熱
に
浮
か
さ
れ
た
病

８　

人
の
や
う
な
微か

す

か
な
嘆た

め

息い
き

を
洩
ら
す
ば
か
り
で
、

咳
し
は
ぶ
き　

９　

一
つ
、
眼ま

た

瞬ゝ
き
一
つ
し
よ
う
と
す
る
者
は
居
ま
せ
ん

10　

で
し
た
。
そ
ん
な
事
を
す
る
隙す

き

の
な
い
程
、
彼
等
の
」
13

１　

魂
は
驚
異
に
充
た
さ
れ
、
彼
等
の
体
は
硬
直
し
て
居

２　

る
の
で
す
。
た
ま
〳
〵
餘
り
の
明
白
【
生
々
し
（
18
）
】
さ
に
堪
へ
か

３　

ね
て
、

面
お
も
て

を
背
け
て
逃
げ
出
さ
う
と
す
る
者
が
あ
る

４　

と
、
眞
暗
な
観
客
席
の
何
処
か
ら
と
も
な
く
、
氣
違

５　

ひ
じ
み
た
、
け
た
ゝ
ま
し
い
拍
手
の
声
が
起
り
ま
す
。

６　

す
る
と
拍
手
【
其
の
声
（
19
）
】
は
忽
ち
の
間
に
四
方
へ
●
漫
し
、
内な

い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
●
は
、
さ
ん
ず
い
＋
弥

７　

内な
い

浮
き
腰
に
な
つ
て
居
た
連
中
迄
が
相
和
し
て
、
舘か

ん

８　

の
建
物
を
震
撼
す
る
や
う
な
盛
ん
な
響
き
が
、
暫
く

９　

場
内
に
ど
よ
め
き
渡
【
い
て
居
（
20
）
】
る
の
で
す
。
…
…
…
」
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10　
　

彼
の
女
の
語
る
挑
発
的
な
巧
妙
な
舒
述
は
、
一
」
14

１　

言
一
句
大
空
の
虹
の
如
く
精
細
に
、
【
鮮
か
に
、
（
21
）
】
明
瞭
な
幻
影
を

２　

私
の
胸
に
呼
び
起
し
て
、
私
は
話
【
言
葉
（
22
）
】
を
聴
い
て
居
る

３　

よ
り
、
寧
ろ
映
畫
を
見
て
居
る
や
う
な
眩
ゆ
さ
を
感
じ
【
心
地
が
し
（
23
）
】
ま

４　

し
た
。
同
時
に
私
は
、
其
の
公
園
へ
今
迄
何
度
も
訪

５　

れ
た
こ
と
が
あ
る
ら
し
く
感
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
少
く

６　

と
も
彼
の
女
が
見
物
し
た
と
云
ふ
其
れ
等
の
幻
燈
の

７　

数
々
は
、
私
の
心
の
壁
の

面
お
も
て

に
、
妄
想
と
も
つ
か
ず

８　

写
眞
と
も
つ
か
ず
、
折
々
朦
朧
と
浮
か
び
上
つ
て
私
の

９　

注
視
を
促
す
こ
と
は
屢
々
あ
る
の
【
事
実
な
の
（
24
）
】
で
す
。

10　
　

「
し
か
し
恐
ら
く
彼あ

の
公
園
に
は
、
も
つ
と
鋭
く
」
15

１　

わ
れ
〳
〵
の
魂
を

脅
お
び
や

か
し
、
も
つ
と
新
し
く
わ
れ

２　

わ
れ
の
官
能
を
蠱
惑
す
る
物
が
あ
る
だ
ら
う
。

―

３　

物
好
き
な
私
が
、
夢
に
も
考
へ
た
こ
と
の
な
い
、

４　

破
天
荒
な
興
行
物
が
あ
る
だ
ら
う
。
私
に
は
其
れ
が

５　

何
だ
か
分
ら
な
い
が
、
お
前
は
定
め
し
知
つ
て
居
る

６　

に
違
ひ
な
い
。
」
【
筈
だ
。
」
（
25
）
】

７　
　

「
さ
う
で
す
。
私
は
知
つ
て
居
ま
す
。
其
れ
は
此
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８　

の
頃
公
園
の
池
の
汀
に
小
屋
を
出
し
た
、
若
い
美
し

９　

い
魔
術
師
で
す
。
」

10　
　

と
、
彼
の
女
は
即
座
に
答
へ
ま
し
た
。
」
16

１　
　

「
私
は
度
び
度
び
其
の
小
屋
の
前
を
素す

通ど
ほ

り
し
ま
し
た
が
、
【
通
つ
て
、
毒

２　

々
し
い
ペ
ン
キ
絵
の
、
魔
術
の
看
板
を
見
に
来
る
ば

３　

か
り
で
、
（
26
）
】
ま
だ
一
遍
も
中
へ
（
27
）
這
入
つ
た
こ
と
が
な
い
の
で

４　

す
。
其
の
魔
術
師
の
姿
と
顔
と
は
、
餘
り
に
眩
く
美
し

５　

く
て
、
恋
人
を
持
つ
女
の
身
に
は
、
近
寄
ら
ぬ
方

６　

が
安
全
だ
と
、
町
の
人
々
が
云
ふ
【
に
云
は
れ
た
（
28
）
】
の
で
す
。
其

７　

の
人
の
演
ず
る
魔
法
【
術
（
29
）
】
は
、
怪
し
い
よ
り
も
な
ま
め
か

８　

し
く
、
不
思
議
な
よ
り
も
恐
ろ
し
く
、
巧
緻
な
よ
り

９　

も
奸
悪
な
妖
術
だ
と
、
多
く
の
人
は
噂
し
て
居
ま
す
。

10　

け
れ
と
も
小
屋
の
入
口
の
、

冷
つ
め
た

い
鉄
の
門
【
印
度
更
紗
の
幕
（
30
）
】
を
く
ぐ
」
17

１　

つ
て
、
一
度
魔
術
を
見
て
来
た
者
は
、
必
ず
そ
れ
が

２　

病
み
付
き
に
な
つ
て
毎
晩
出
か
け
て
行
く
の
で

３　

す
。
ど
う
し
て
そ
れ
程
見
に
行
き
た
い
の
か
、
彼
等

４　

は
自
分
で
も
分
り
ま
せ
ん
。
き
つ
と
彼
等
の
魂
ま

５　

で
が
、
魔
術
に
か
〔
け
ら
れ
〕
て
し
ま
ふ
の
だ
ら
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　６　

う
と
私
は
推
量
し
■

（

け

ら

れ

）

■
■
て
居
る
の
で
す
。

―
で
す

７　

が
あ
な
た
は
其
の
魔
術
師
を
ま
さ
か
恐
れ
は
し
な
い

８　

で
せ
う
。
人
間
よ
り
も
鬼
魅
を
好
み
、
現
実
よ
り
も

９　

幻
覚
に
生
き
る
あ
な
た
が
、
評
判
の
髙
い
公
園
の
魔

10　

術
を
見
物
せ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
で
せ
う
。
た
と
へ
」
18

１　

い
か
な
る
辛
辣
な
呪
咀
や
禁ま

じ

厭な
ひ

を
施
さ
れ
て
も
、
戀

２　

人
の
あ
な
た
と
一
緒
に
見
に
行
く
の
な
ら
、
私
も
決

３　

し
て
惑ま

ど

は
さ
れ
る
筈
は
あ
り
ま
せ
ん
。
…
」

４　

「
惑
は
さ
れ
た
ら
惑
は
さ
れ
る
が
い
ゝ
ぢ
や
な
い
か
。

５　

其
の
魔
術
師
が
そ
ん
な
に
綺
麗
な
男
な
ら
。
」

６　
　

私
は
斯
う
云
つ
て
、
春
の
野
に
啼
く
雲
雀
の
や
う

７　

に
、
快
濶
な
声
で
か
ら
か
ら
と
笑
ひ
ま
し
た
。
し
か

８　

し
其
の
次
ぎ
の
瞬
間
に
は
、
ふ
と
、
胸
の
底
に
湧
い

９　

て
来
た
淡
い
不
安
と
軽
い
嫉
妬
に
裏
切
ら
れ
て
、
早

10　

速
言
葉
を
荒
ら
げ
ず
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
19

１　

「
そ
れ
で
は
此こ

れ
か
ら
直
ぐ
公
園
へ
行
つ
て
見
よ
う
。

２　
　

わ
れ
〳
〵
の
魂
が
魔
法
に
か
ゝ
る
か
か
ゝ
ら
な
い
か
、

こ
こ
よ
り
谷
崎
氏
の
ノ
ー
ト
に
つ
き
て
源
吉
が
筆
写
し
た
り
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３　

お
前
と
一
緒
に
其
の
男
を
試た

め

し
て
や
ら
う
。
」

４　
　

二
人
は
い
つ
か
町
の
中
央
に
あ
る
廣
小
路
の
、
大

５　

噴
水
の
滸
を
さ
ま
よ
う
て
居
た
の
で
し
た
。
噴
水
の

６　

周
囲
に
は
、
牛
乳
色
の
大
理
石
の
石
垣
が
冠
の
や
う

７　

な
円え

ん

形け
い

を
作
つ
て
、
一
間
毎
に
立
つ
て
居
る
女
神
の

８　

像
の
足あ

し

下も
と

か
ら
、
泉
の
水
は
淙
々
と
し
て
溢
れ
脹ふ

く

ら

９　

み
、
絶
え
ず
大
空
の
星
を
目
が
け
て
吹
き
上
げ
な
が

10　

ら
、
ア
ー
ク
燈
の
光
の
う
ち
に
虹
霓
と
な
り
雲
霧
と
」
20

１　

と
な
り
つ
ゝ
、
夜
の
空
氣
に
潺
湲
と

び
泣
い
て
居ゐ

２　

る
の
で
す
。
と
あ
る
行
路
樹
の
、
欝
蒼
と
し
た
葉
蔭

３　

の
ベ
ン
チ
に
腰
を
卸
し
て
、
暫
く
街
頭
の
人
ご
み
を

４　

眺
め
て
居
た
私
は
、
間
も
な
く
其
處
の
雜
沓
に
異
常

５　

な
現
象
が
行
は
れ
て
居
る
事
を
発
見
し
ま
し
た
。
町

６　

の
四
方
か
ら
、
其
の
四
つ
辻
の
噴
水
に
向
つ
て
集
ま

７　

つ
て
来
る
四
條
の
道
路
は
、
い
づ
れ
も
夕
方
の
そ
ゞ

８　

ろ
歩
き
を
楽
し
む
ら
し
い
群
衆
に
依
つ
て
賑
は
つ
て

９　

居
ま
す
が
、
而
も
其
れ
等
の
人
々
の
殆
ん
ど
全
部
は
、

10　
　

一
様
に
同
じ
方
角
を
志
し
つ
ゝ
ゆ
る
く
な
だ
ら
か
」
21
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１　

に
流
れ
て
行
く
の
で
す
。
南
と
北
と
西
と
東
と
の
道

２　

路
の
う
ち
、
南
の
一
条
を
除
く
以
外
の
三
つ
の
線
を

３　

歩
く
者
は
、
一
旦
悉
く
四
つ
辻
の
廣
場
に
落
ち
合
つ

４　

た
後
、
今
度
は
更
に
濃
密
な
隊
を
作
り
、
眞
黒
な
太

５　

い
列
を
成
し
て
、
南
の
口
へ
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
押
し
て
行
き

６　

ま
す
。
さ
う
し
て
今
し
も
、
噴
水
の
傍そ

ば

の
ベ
ン
チ
に
憩

７　

う
て
居
る
私
等
二
人
は
、
云
は
ゞ
大た

い

河が

の
ま
ん
中
に

８　

渟
滞
し
て
居
る
浮
き
洲
の
や
う
に
、
独
り
静
か
に
周

９　

囲
か
ら
取
り
残
さ
れ
て
居
る
の
で
し
た
。

10　

「
御ご

覧ら
ん

な
さ
い
。
こ
れ
程ほ

ど

多
勢
の
人
た
ち
が
み
ん
な
」
22

１　

公
園
へ
吸
ひ
寄
せ
ら
れ
て
行
く
の
で
す
。

―
さ
あ
、

２　
　

わ
れ
〳
〵
も
早
く
出
掛
け
ま
せ
う
。
」

３　
　

彼か

の
女じ

よ

は
斯
う
云
つ
て
、
や
さ
し
く
私
の
背
中
を

４　

擁
し
て
立
ち
上
り
ま
し
た
。
二
人
は
ど
ん
な
に
押
し

５　

返
さ
れ
て
も
別
れ
別
れ
に
な
ら
な
い
や
う
に
、
鉄
の

６　

鎖
の
断
片
の
如
く
頑
丈
に
腕
を
絡
み
合
つ
て
、
人
ご

７　

み
の
内
に
交
つ
た
の
で
す
。

８　
　

や
ゝ
長
い
間
、
私
は
唯
、
無
數
の
人
間
の
雲
の
中
を
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９　

嫌い
や

應お
う

な
し
に
進
み
ま
し
た
。
行
く
手
を
眺
め
る
と
、

10　

公
園
は
案
外
近
い
所
に
あ
る
ら
し
く
、
燦
爛
と
し
た
」
23

１　

イ
ル
ミ
ネ
エ
シ
ヨ
ン
の
、
青
や
赤
や
黄
や
紫
の
光
芒

２　

が
、
人
々
の
頭
に
焦
げ
つ
く
程
の
低
空
に
、
炎
々
と

３　

燃
え
輝
い
て
居
る
の
で
す
。
【
此
の
騒
擾
に
充
た
さ
れ

４　

て
居
る
（
31
）
】
道
路
の
両
側
に
は
、
青
樓
と
も
料
理
屋
と
も

５　

つ
か
な
い
三
階
四
階
の
樓
閣
が
並
ん
で
、
花
や
か
な

６　

岐
阜
提
灯
を
珊
瑚
の
根
掛
け
の
や
う
に
連
【
列
（
32
）
】
ね
た
バ
ル

７　

コ
ニ
イ
の
上
を
見
る
と
、
醉
ひ
し
れ
た
男
女
の
客
が

８　

狂
態
の
限
り
を
盡
し
て
野
獸
の
や
う
に
暴
れ
て
居
ま

９　

し
た
。
彼
等
の
或
る
者
は
、
街
上
の
群
集
を
瞰
お
ろ

10　

し
て
、
さ
ま
〴
〵
の
悪
罵
を
浴
び
せ
、
冗
談
を
云
ひ
」
24

１　

か
け
、
稀
に
は
唾
を
吐
き
か
け
ま
す
。
彼
等
は
い
づ

２　

れ
も
外
聞
を
忘
れ
羞
耻
を
忘
れ
て
踊
り
戯
れ
、
馬
鹿

３　

騒
ぎ
の
揚
句
に
は
、
菎
蒻
の
や
う
に
ぐ
た
ぐ
た
に
な

４　

つ
た
男
だ
の
、
阿
修
羅
の
や
う
に
髪
を
乱
し
た
女
だ

５　

の
が
、
露
臺
の
欄
杆
か
ら
人
ご
み
の
上
へ
眞
倒
ま
に

６　

落
ち
て
来
る
の
で
す
。
さ
う
し
て
見
る
見
る
野
次
馬
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７　

の
為
め
に
、
顔
を
滅
茶
滅
茶
に
掻
き

ら
れ
、
衣
類

８　

を
ず
た
ず
た
に
引
き
裂
か
れ
て
、
或
る
者
は
悲
鳴
を

９　

放
ち
な
が
ら
、
或
る
者
は
絶
息
し
て
屍
骸
の
や
う
に

10　

な
り
な
が
ら
、
水
に
浮
か
ぶ
藻
屑
の
如
く
何
處
ま
で
」
25

１　

も
何
處
ま
で
も
運
ば
れ
て
行
く
の
で
す
。
私
は
、
自

２　

分
の
前
へ
落
ち
て
来
た
一
人
の
男
が
、
逆
立
ち
に
な

３　

つ
て
二
本
の
脛
を
棒
杭
の
や
う
に
突
き
出
し
た
ま
ゝ
、

４　
　

止
め
ど
も
な
く
流
れ
て
行
く
の
を
見
て
居
ま
し
た

５　

。
其
の
男
の
足
は
、
四
方
八
方
か
ら
現
れ
て
来
る
無

６　

頼
漢
の
手
に
依
つ
て
、
最
初
に
先
づ
靴
を
脱
が
さ
れ
、

７　
　

次
に
は
ヅ
ボ
ン
を
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
破
ら
れ
、
果
て
は

８　

靴
足
袋
を
剝
ぎ
取
ら
れ
て
、
打
つ
た
り
抓
つ
た
り
さ

９　

れ
る
の
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
又
、
酒
ぶ
く
れ
に
太
つ

10　

た
一
人
の
女
が
、
ギ
オ
●
ン
ニ
、
セ
ガ
ン
テ
イ
ニ
の
」
26

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
●
は
、
ワ
＋
濁
点

１　

「
宿
業
の
報
い
」
と
云
ふ
繪
の
中
に
あ
る
人
物
の
や
う

２　

な
形
を
し
て
、
胴
上
げ
に
さ
れ
な
が
ら
、
「
や
つ
し
よ

３　

い
、
〳
〵
」
と
擔
が
れ
て
行
く
の
も
見
物
し
ま
し
た
。
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４　

「
こ
の
町
の
人
た
ち
は
、
み
ん
な
氣
が
違
つ
て
居
る

５　

や
う
だ
。
今
日
は
一
体
、
お
祭
り
で
も
あ
る
の
か
知

６　

ら
。
」

７　
　

と
、
私
は
戀
人
を
顧
み
て
云
ひ
ま
し
た
。

８　

「
い
ゝ
え
、
今
日
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
此
の
公
園
へ
来
る

９　

【
町
の
（
33
）
】
人
は
年
中
こ
ん
な
に
騒
い
で
居
る
の
で
す
。
始

10　

終
此
の
や
う
に
醉
拂
つ
て
居
る
の
で
す
。
此
の
往
来
」
27

１　

を
歩
い
て
居
る
人
間
で
、
正
気
な
者
【
静
か
な
の
（
34
）
】
は
あ
な
た
と
私

２　

ば
か
り
で
す
。
」

３　
　

彼
の
女
は
相
変
ら
ず
し
と
や
か
な
、
眞
面
目
な
句
調

４　

で
、
そ
つ
と
私
に
告
げ
ま
し
た
。
ど
ん
な
喧
囂
の
巷

５　

に
這
入
つ
て
も
、
ど
ん
な
乱
脈
な
境
地
に
あ
つ
て
も
、

６　
　

常
に
持
ち
前
の
心
憎
い
沈
着
と
、
純
潔
な
情
熱
と

７　

を
失
は
な
い
彼
の
女
は
、
悪
魔
の
一
團
に
圍か

こ

ま
れ
た

８　

唯
た
つ
た

一
人
の
女
神
の
や
う
に
、
清
く
貴
く
私
の
眼
に
映

９　

じ
た
の
で
す
。
私
は
彼
の
女
の
冴
え
冴
え
と
し
た
瞳

10　

を
見
る
と
、
吹
き
荒
ぶ
嵐
の
中
に
麗
朗
と
澄
み
渡
つ
」
28

１　

た
、
鏡
の
や
う
な
秋
の
空
を
連
想
せ
ず
に
は
居
ら
れ
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２　

ま
せ
ん
で
し
た
。

３　
　

二
人
は
人
波
に
揉
ま
れ
揉
ま
れ
て
、
一
尺
の
地
を

４　

一
寸
づ
ゝ
歩
く
程
に
し
て
、
つ
い
鼻
先
に
控
へ
て
居

５　

る
公
園
の
入
口
へ
、
漸
く
辿
り
着
く
迄
に
一
時
間
以

６　

上
も
費
し
た
や
う
で
し
た
。
〈
ツ
ヾ
ク
〉

７　
　

其
處
ま
で
ぎヽ
つヽ
しヽ
りヽ
と
密
集
し
て
、
巨
大
の
蜈む

か
で蚣

８　

の
這
ふ
が
如
く
詰
め
駈
け
て
来
た
人
々
は
、
門
内
の

９　

廣
場
に
達
す
る
と
、
や
が
て
参
々
伍
々
に
別
れ
て
、

10　

思
ひ
思
ひ
の
方
面
へ
散
ら
ば
つ
て
行
く
の
で
す
。
公
」
29

１　

園
と
云
つ
て
も
、
見
渡
す
限
り
丘
も
な
く
森
も
な
く
、

２　
　

人
工
の
曲
致
を
悉
し
た
奇
怪
な
形
の
大
厦
高
樓
が
、

３　
　

フ
エ
ア
リ
ー
、
ラ
ン
ド
の
都
の
や
う
に
甍
を
連
ね
、

４　
　

幾
百
万
粒つ

ぶ

【
點
（
35
）
】
の
燭
を
點
じ
て
、
巍
々
と
し
て
聳
え
て

５　

居
る
の
で
し
た
。
廣
場
の
中
心
に
茫
然
と
彳
立
し
た

６　

ま
ゝ
、
其
の
壮
観
を
見
渡
し
た
私
は
、
先
づ
何
よ
り

７　

も
、
天
の
半
ば
に
光
つ
て
居
るG

ran
d C

ircu
s

と
云
ふ

８　

廣
告
燈
の
イ
ル
ミ
ネ
エ
シ
ヨ
ン
に
膽
を
奪
は
れ
ま
し
た
。

９　

其
れ
は
直
徑
何
十
丈
あ
る
か
分
ら
な
い
極
め
て
厖
大
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10　

な
観
覧
車
の
如
き
も
の
で
、
ち
や
う
ど
車
の
軸
の
と
」
30

１　

こ
ろ
に
、
グ
ラ
ン
ド
、
サ
ア
カ
ス
の
二
字
が
現
れ
て

２　

ゐ
る
の
で
す
。
さ
う
し
て
、
數
十
本
の
車
の
輻や

に
は
、

３　
　

一
面
の
電
球
が
赫
爍
た
る

光
く
わ
う

箭ぜ
ん

を
放
ち
、
さ
な
が

４　

ら
虚
空
に
巨
人
の
花
傘
を
擴
げ
た
や
う
な

環
く
わ
ん

を
描
い

５　

て
、
徐
々
に
雄
大
に
廻
轉
を
續
け
て
居
ま
す
。
而
も

６　

一
層
驚
く
可
き
事
は
、
素す

肌は
だ

も
同
然
な
肉
体
に
軽
羅

７　

を
纏
う
た
數
百
人
の
チ
ヤ
リ
ネ
【
曲
藝
師
（
36
）
】
の
男
女
が
、
炎
々
と
輝

８　

く
火
の
柱
に
攀
ぢ
登
り
つ
ゝ
、
車
の
廻
る
に
從
つ
て
、

９　
　

上
方
の
輻や

か
ら
下
方
の
輻や

へ
と
、
順
次
に
間
断
な

10　

く
飛
び
移
つ
て
居
る
有
様
で
す
。
遠
く
か
ら
其
れ
を
」
31

１　

眺
め
る
と
、
車
輪
全
体
へ
鈴
な
り
に
ぶ
ら
下
つ
て
居

２　

る
人
間
が
、
火
の
子
の
降
る
や
う
に
、
天
使
の
舞
ふ

３　

や
う
に
、

衣
こ
ろ
も

を
翩
々
と
翻
し
て
、
明
る
い
夜
の
空
を

４　

翺こ
う

翔
し
や
う

し
て
居
る
の
で
し
た
。

５　
　

私
の
注
意
を
促
し
た
の
は
、
其
の
車
ば
か
り
で
な

６　

く
、
殆
ん
ど
公
園
の
上
を
蓋
う
て
居
る
天
空
の
あ
ら

７　

ゆ
る
部
分
に
、
奇
怪
な
も
の
、
道
化
た
も
の
、
妖
麗
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８　

な
も
の
ゝ
光
の
細
工
が
、
永
劫
に
消
え
ぬ
花
火
の
如

９　

く
、

蠢
う
ご
め

き
、
閃き

ら

め
き
、
の
た
く
つ
て
居
る
の
を
認
め

10　

ま
し
た
。
若
し
あ
の
空
の
光
景
を
、
両
國
の
川
開
き
」
32

１　

を
歓
ぶ
東
京
の
市
民
や
、
大
文
字
山
の
火
を
珍
ら
し

２　

が
る
京
都
の
住
民
に
見
せ
た
な
ら
、
ど
ん
な
に
び
つ

３　

く
り
す
る
こ
と
で
せ
う
。
私
が
其
の
時
、
ち
よ
い
と

４　

見
渡
し
た
と
こ
ろ
だ
け
で
も
、
未
だ
に
忘
れ
ら
れ
な

５　

い
程
の
放
膽
な
模
様
や
巧
緻
な
線
状
が
、
数
限
り
な

６　

く
あ
る
の
で
す
。
た
と
へ
て
云
へ
ば
、
其
れ
は
誰
か
、

７　
　

人
間
以
上
の
神
通
力
を
具
備
し
て
居
る
悪
魔
が
あ

８　

つ
て
、
空
の

帳
と
ば
り

に
勝
手
氣
侭
な
落
書
き
を
試
み
た
と

９　

も
、
形
容
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
せ
う
。
或
は
又
、

10　

世
界
の
最
後
の
審
判
の
日
、D

oom
’s D

ay

の
近
づ
い
」
33

１　

た
知
ら
せ
に
、
太
陽
が
笑
ひ
月
が
泣
き
彗
星
が
狂
ひ

２　

出
し
て
、
種
々
雜
多
な
変へ

ん

化げ

星ぼ
し

が
、
縱
横
無
盡
に
天

３　

際
を
搖
曳
す
る
の
に
も
似
て
居
る
で
せ
う
。

４　
　

私
た
ち
の
立
つ
て
居
る
廣
場
は
、
正
確
な
半
円
形

５　

を
形
作
つ
て
、
そ
の
円
周
の
弧
の
上
か
ら
、
七
条
の
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６　

道
路
が
扇
の
骨
の
如
く
八
方
へ
展
い
て
ゐ
ま
し
た
。

７　

七
条
の
う
ち
で
最
も
廣
い
、
最
も
立
派
な
の
は
、
ま

８　

ん
中
の
大
通
り
で
し
た
。
〈
ツ
ヾ
ク
〉

９　
　

何
十
軒
何
百
軒
あ
る
か
分
ら
な
い
公
園
の
見
せ
物

10　

の
中
で
、
取
り
分
け
人
氣
を
呼
ん
で
ゐ
る
小
屋
は
大
」
34

１　

概
其
處
に
あ
る
ら
し
く
、
或
は

嚴
い
か
め

し
い
、
或
は

危
あ
ぶ
な

つ

２　

か
し
い
、
或
は
頓
興
な
、
或
は
均
整
な
、
あ
り
と
あ

３　

ら
ゆ
る
様
式
の
建
築
物
が
、
城
砦
の
や
う
に
軒
を
並

４　

べ
、
参
差
と
し
て
折
り
重
な
つ
て
居
る
の
で
す
。
其

５　

處
に
は
日
本
の
金
閣
寺
風
の
伽
藍
も
あ
れ
ば
、
サ
ラ

６　

セ
ニ
ツ
ク
の
高
閣
も
あ
り
、
ピ
サ
の
斜
塔
を
更
に
傾

７　

け
た
突
飛
な
櫓
が
あ
る
か
と
思
へ
ば
、

杯
さ
か
づ
き

形が
た

に
上
へ

８　

行
く
程
脹
ら
ん
で
ゐ
る
化
物
じ
み
た
殿
堂
も
あ
り
、

９　

家
全
体
を
人
面
に
模
し
た
建
物
や
、
紙
屑
の
や
う
に

10　

歪
ん
だ
屋
根
や
、
蛸
の
足
の
や
う
に
曲
つ
た
柱
や
、
」
35

１　

波
打
つ
も
の
、
渦
巻
く
も
の
、
弯
屈
【
曲
（
37
）
】
す
る
も
の
、
反そ

２　

り
返
る
も
の
、
千
差
万
別
の
姿
態
を
弄
し
て
、
或
は

３　

地
に
伏
し
、
或
は
天
を
摩
し
て
居
ま
す
。
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４　

「
あ
な
た
…
…
」

５　
　

さ
う
し
て
其
の
時
、
私
の
愛
ら
し
い
戀
人
は
、
斯

６　

う
云
ひ
か
け
て
軽
く
私
の
袂
を
引
き
ま
し
た
。

７　

「
あ
な
た
は
何
が
珍
ら
し
く
て
、
そ
ん
な
に
見
惚
れ

８　

て
居
ら
つ
し
や
る
の
？　

其
の
公
園
へ
は
度
び
度
び

９　

お
出
で
に
な
つ
た
の
で
せ
う
。
」

10　

「
私
は
此
處
へ
何
度
も
来
て
居
る
。
」
〈
別
行
〉
さ
う
云
は
な
け
」
36

１　

れ
ば
耻
辱
を
受
け
る
や
う
に
感
じ
て
、
私
は
惶
て
ゝ

２　

頷
き
ま
し
た
。
「
…
だ
が
し
か
し
、
幾い

く

度た
び

来
て
も

３　

私
は
見
惚
れ
ず
に
居
ら
れ
な
い
の
だ
。
其
れ
程
私
は

４　

其
の
公
園
が
好
き
な
の
だ
。
」

５　

「
ま
あ
」
と
云
つ
て
、
彼
の
女
は
あ
ど
け
な
く
ほ
ゝ
笑え

６　

み
な
が
ら
、
「
【
あ
な
た
（
38
）
】
魔
術
師
の
小
屋
は
彼
處
に
あ
る
の
で
す
。

７　

【
の
よ
。
（
38
）
】
さ
あ
早
く
行
き
ま
せ
う
。
」

８　
　

と
、
左ゆ

ん

手で

を
挙
げ
て
、
其
の
〔
大
〕
通
り
の
果
て
を

指
ゆ
び
さ

し

９　

ま
し
た
。
〈
別
行
〉
廣
場
か
ら
大
通
り
■

（
大
）

へ
這
入
る
口
に
は
、

10　
　

鎌
倉
の
大
佛
程
も
あ
る
、
眞
赤
な
鬼
の
首
が
わ
れ
」
37

１　

わ
れ
の
方
を
睨
ん
で
居
ま
し
た
。
鬼
の
眼
に
は
エ
メ



〈
資
料
紹
介
〉
谷
崎
潤
一
郎
「
魔
術
師
」
原
稿
お
よ
び
周
辺
資
料

133

２　

ラ
ル
ド
色
の
、
濃
緑
色
の
電
燈
が
爛
々
と
燃
え
て
、

３　

鋸
の
や
う
な
歯
を
露
は
し
て
笑
つ
て
居
ま
す
。
ち
や

４　

う
ど
其
の
歯
の
生
へ
て
居
る
上
顎
と
下
顎
と
の
間
が
、

５　
　

一
箇
の
ア
ー
チ
に
な
つ
て
居
て
、
多
勢
の
人
は
其

６　

處
を
く
ゞ
つ
て
行
く
の
で
す
。
そ
れ
で
な
く
て
も
、

７　

公
園
全
体
が
溶
礦
爐
の
如
く
明
る
い
の
に
、
其
の
大

８　

通
り
の
明
る
さ
は
又
一
段
と
際
立
つ
て
、
一
道
の
火

９　

氣
が
鬼
の
口
か
ら
烈
々
と
噴
き
出
て
居
ま
す
。
私
は

10　

戀
人
に
促
さ
れ
て
其
の
火
の
中
へ
飛
び
込
ん
だ
時
、
」
38

１　

さ
な
が
ら
体
が
焦
げ
る
や
う
な
心
地
を
覚
え
【
が
し
（
39
）
】
ま
し
た
。

２　
　

両
側
に
櫛
比
し
て
居
る
見
世
物
小
屋
は
、
近
づ
い

３　

て
行
く
と
更
に
仰
山
な
、
更
に
殺
風
景
な
、
奇
想
的

４　

な
も
の
で
し
た
。
極
め
て
荒
唐
無
稽
な
場
面
を
、
け

５　

ば
け
ば
し
い
絵
の
具
で
、
忌
憚
な
く
描
い
て
あ
る
活

６　

動
写
眞
の
看
板
や
、
建
物
毎
に
独
特
な
、
何
と
も
云

７　

へ
な
い
不
愉
快
な
色
で
、
強
烈
に
塗
り
こ
く
ら
れ
た

８　

ペ
ン
キ
の
匂
や
、
客
寄
せ
に
使
ふ
旗
、
幟
、
人
形
、

９　

楽
隊
、
仮
装
行
列
の
混
乱
と
放
埓
や
、
其
れ
等
を
一
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10　

一
詳
細
に
記
述
し
た
ら
、
恐
ら
く
読
者
は
竦
然
と
し
」
39

１　

眼
を
掩
ふ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
私
が
あ
れ
を
見
た
時

２　

の
感
じ
を
、
一
言
に
し
て
云
へ
ば
、
其
處
に
は
妙
齢

３　

の
女
の
顏
が
、
腫で

き

物も
の

の
為
め
に
膿
み
た
ゞ
れ
て
居
る

４　

や
う
な
、
美
し
さ
と
醜
さ
と
の
奇
抜
な
融
合
が
あ
る

５　

の
で
す
。
眞
直
ぐ
な
も
の
、
眞
ん
円
な
も
の
、

平
た
ひ
ら

な

６　

も
の
、

―
凡
べ
て
正
し
い
形
を
有
す
る
物ぶ

つ

体た
い

の
世

７　

界
を
、
凹
面
鏡
や
凸
面
鏡
に
映
し
て
見
る
や
う
な
、

８　

不
規
則
と
滑
稽
と
胸
悪
さ
と
が
織
り
交
つ
て
居
る
の

９　

で
す
。
正
直
を
い
ふ
と
、
私
は
其
處
を
歩
い
て
居
る

10　

う
ち
に
、
底
知
れ
ぬ
恐
怖
と
不
安
と
を
覚
え
て
、
幾
」
40

１　

度
か
踵
を
回か

へ

さ
う
と
し
た
く
ら
ゐ
で
し
た
。
〈
別
行
〉
若
し
も

２　

彼
の
女
が
一
緒
で
な
か
つ
た
ら
、
私
は
ほ
ん
た
う
に

３　

中
途
で
逃
げ
た
か
も
分
り
ま
せ
ん
。
私
の
心
が
憶
す

４　

る
に
從
ひ
、
彼
の
女
は
ま
す
〳
〵
軽
快
に
、
子
供
の

５　

や
う
な
無
邪
気
な
足
ど
り
で
、
勇
ま
し
く
進
ん
で
行

６　

く
の
で
し
た
。
私
が
物
に
脅
か
さ
れ
た
怯
懦
な
眼
つ

７　

き
で
、
訴
へ
る
や
う
に
彼
の
女
の
様
子
を
窺
ふ
と
、
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８　

彼
の
女
は
い
つ
も
面
白
さ
う
な
、
罪
の
な
い
笑
顔
を

９　

見
せ
て
に
こ
に
こ
し
て
居
る
の
で
す
。

10　

「
お
前
の
や
う
な
正
直
な
、
柔
和
な
乙
女
が
、
此こ

の
」
41

１　

恐
ろ
し
い
街
の
景
色
を
、
ど
う
し
て
平
氣
で
見
て
居

２　

ら
れ
る
の
だ
ら
う
。
」

３　
　

私
は
屡
々
、
彼
の
女
に
尋た

づ

ね
よ
う
と
し
て
躊
躇
し

４　

ま
し
た
。
け
れ
ど
も
私
が
実
際
斯
う
云い

ふ
質
問
を
発

５　

し
た
ら
、
彼
の
女
は
何
と
答
へ
た
で
せ
う
。
「
わ
た
し

６　

が
平
気
で
居
ら
れ
る
の
は
、
あ
な
た
の
感
化
だ
。
」
と

７　

云
ふ
で
せ
う
か
。
「
わ
た
し
に
は
あ
な
た
と
云
ふ
戀
人

８　

が
あ
る
為
め
な
の
で
す
。
戀
の
闇
地
へ
這
入
つ
た
者

９　

に
は
、
恐
ろ
し
さ
も
な
く
耻
か
し
さ
も
な
い
。
」
と
云

10　

ふ
で
せ
う
か
。

―
さ
う
で
す
。
彼
の
女
は
き
つ
と
」
42

１　

此
れ
等
の
言
葉
を
答
へ
る
に
違
ひ
な
い
で
せ
う
。
彼

２　

の
女
は
其
れ
程
熱
心
に
私
を
信
じ
、
其
れ
程
純
粹
に

３　

私
を
愛
し
て
居
【
く
れ
（
40
）
】
る
の
で
す
。
羊
の
や
う
に
大
人
し

４　

い
、
雪
の
や
う
に
浄
い
彼
の
女
が
、
其
の
公
園
を
喜

５　

ぶ
の
は
、
た
し
か
に
私
を
戀
ひ
し
て
居
る
証
據
な
の
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６　

で
す
。
私
の
趣
味
を
自
分
の
趣
味
と
し
、
私
の
嗜
好

７　

を
自
分
の
嗜
好
に
し
よ
う
と
努
め
た
結
果
な
の
で
す

８　

。
世
間
の
人
は
彼
の
女
の
事
を
、
私
の
為
め
に
堕
落

９　

を
し
た
と
云
ふ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
彼
の
女

10　

の
趣
味
や
嗜
好
が
如
何
程
悪
魔
に
近
づ
い
た
に
せ
よ
、
」
43

１　
　

彼
の
女
の
心
、
彼
の
女
の
心
臓
は
い
ま
だ
に
人
間

２　

ら
し
い
温
情
と
品
威
と
を
、
失
は
ず
に
居
た
の
で

３　

し
た
。
【
で
す
。
（
41
）
】

４　
　

さ
う
考
へ
る
と
、
私
は
彼
の
女
に
感
謝
せ
ず
に
は

５　

居
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の
や
う
な
、
世
の
中
に

６　

何
の
望
み
も
な
く
、
唯
美
し
い
夢
を
抱
い
て
國
々
を

７　

漂
泊
し
な
が
ら
、

慵
も
の
う

く
侘
び
し
く
生
き
て
居
る
人
間

８　

が
、
貴
い
乙
女
の
魂
を
征
服
し
て
居
る
事
を
思
ふ
と
、

９　
　

私
は
非
常
に
勿
体
な
い
心
地
が
し
ま
し
た
。

10　

「
私
は
と
て
も
お
前
の
や
う
な
優
し
い
女を

な

子ご

の
恋
人
」
44

１　

に
な
る
資
格
は
な
い
の
だ
。
お
前
は
私
と
一
緒
に
な

２　

つ
て
、
其
の
公
園
へ
遊
び
に
来
る
に
は
、
餘
り
に
気

３　

髙
い
、
餘
り
に
正
し
い
人
間
だ
。
私
は
お
前
に
忠
告
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４　

す
る
。
お
前
の
為
め
に
は
、
二
人
の
縁
を
切
つ
た
【
て
し
ま
ふ
（
42
）
】

５　

方
が
、
ど
ん
な
に
幸
福
だ
か
分
ら
な
い
。
私
は

６　

お
前
が
、
こ
ん
な
所
へ
平
気
で
足
を
踏
み
入
れ
る
程

７　

、
大
膽
な
女
に
な
つ
た
か
と
思
ふ
と
、
【
へ
ば
、
（
43
）
】
自
分
の
罪
が

８　

空
恐
ろ
し
く
感
ぜ
ら
れ
る
。
」

９　
　

私
は
不
意
に
斯
う
云
つ
て
、
彼
の
女
の
両
手
を
捕

10　

へ
た
ま
ゝ
、
往
来
に
立
ち
竦
ん
で
し
ま
ひ
ま
し
た
。
」
45

１　

し
か
し
彼
の
女
は
や
つ
ぱ
り
平
気
で
、
に
こ
や
か
に

２　

笑
つ
て
居
る
ば
か
り
【
の
（
44
）
】
で
す
。
自
分
の
一
身
が
、
い
か
に
忌

３　

ま
は
し
い
滅
亡
の
渊
に
臨
ん
で
居
る
か
を
、
心
付
か

４　

な
い
小
児
の
や
う
に
、
朗
か
な
瞳
を
開
き
、
爽
や
か

５　

な
眉
を
示
し
て
居
る
の
で
す
。
私
が
同
じ
意
味
の
言

６　

葉
を
再
三
再
四
（
45
）
繰
返
す
と
、

７　

「
私
は
覚
悟
し
て
居
ま
す
。
今
更
あ
な
た
に
伺
は
な

８　

い
で
も
、
私
に
は
よ
く
分
つ
て
居
ま
す
。
あ
な
た
と

９　

一
緒
に
、
斯
う
し
て
其
の
町
を
歩
い
て
居
る
今
の
私

10　

が
、
自
分
に
は
ど
ん
な
に
【
一
番
（
46
）
】
楽
し
く
、
ど
ん
な
に
【
一
番
（
46
）
】
幸
福
に
感
ぜ
ら
《
れ
る
》
」
46

１　

で
せ
う
。
【
の
で
す
。
（
47
）
】
あ
な
た
が
私
を
可
哀
さ
う
だ
と
思
つ
た
ら
、
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２　
　

ど
う
ぞ
私
を
永
劫
に
捨
て
な
い
で
下
さ
い
。
私
が

３　

あ
な
た
を
疑
は
な
い
や
う
に
、
あ
な
た
も
私
を
疑
は

４　

な
い
で
居
て
下
さ
い
。
」

５　
　

彼
の
女
は
相
變
ら
ず
機
嫌
の
よ
い
、
小
鳥
の
や
う

６　

な
麗
ら
か
な
聲
で
、
た
ゞ
譯
も
な
く
斯
う
云
ひ
捨
て
ゝ

７　

し
ま
ひ
ま
し
た
。
【
ふ
の
で
す
。
（
48
）
】
さ
う
し
て
、
ふ
た
ゝ
び
私
を
促
し

８　

て
、
例
の
魔
術
師
の
小
屋
の
前
ま
で
や
つ
て
来
た
時
、

９　

「
さ
あ
（
49
）
あ
な
た
、
其
れ
か
ら
私
達
は
試
し
に
行
く
の
で
す
。

10　
　

二
人
の
恋
と
、
魔
術
使
の
術
と
、
孰ど

つ
ち方

が
強
い
か
」
47

１　

試
し
て
や
り
ま
せ
う
。
私
は
ち
つ
と
も
恐こ

は

く
は
あ
り

２　

ま
せ
ん
。
私
は
自
分
を
堅
く
堅
く
信
じ
て
居
ま
す
か

３　

ら
。
」
〈
別
行
〉
と
、
私
を
激
勵
す
る
や
う
に
幾
度
と
な
く
念
を

４　

押
し
ま
し
た
。
そ
れ
程
迄
に
突
き
詰
め
た
、
彼
の
女

５　

の
眞
心
の
う
る
は
し
さ
を
見
せ
ら
れ
て
は
、
た
と
へ

６　

私
が
い
か
に
卑
劣
な
、
性
根
の
腐
つ
た
人
間
で
も
、

７　

ど
う
し
て
感
奮
せ
ず
に
居
ら
れ
ま
せ
う
。

８　

「

先
さ
つ
き

の
言
葉
は
私
が
悪
か
つ
た
。
お
前
の
や
う
な
清

９　

い
女
が
、
私
の
や
う
な
汚
れ
た
男
と
結
び
着
く
事
に
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10　

な
つ
た
の
は
、
大
方
運
命
と
云
ふ
も
の
だ
ら
う
。
二
」
48

１　

人
の
体
と
魂
と
は
、
眼
に
見
え
ぬ
宿
緣
の
鎖
で
、
生

２　

れ
ぬ
前
か
ら
一
緒
に
縛
ば
ら
れ
て
居
た
の
だ
ら
う
。

３　

お
前
は
清
い
女
の
ま
ゝ
で
、
私
は
汚
れ
た
男
の
ま
ゝ

４　

で
、
二
人
は
永
へ
に
愛
し
合
ふ
べ
き
因
果
に
支
配
さ

５　

れ
て
居
る
の
だ
。

―
魔
術
師
は
愚
か
、
ど
ん
な
に
不

６　

思
議
な
、
ど
ん
な
に
凄
じ
い
地
獄
へ
で
も
、
私
は
お

７　

前
を
連
れ
て
行
か
う
。
お
前
で
さ
へ
恐
く
な
い
と
云

８　

ふ
の
に
、
何
で
私
に
恐
い
も
の
が
あ
る
だ
ら
う
。
」

９　
　

私
は
斯
う
云
つ
て
、
彼
の
女
の
前
に
跪
い
て
、
神

10　

々
し
い

白
び
や
く

衣え

の
裾
【
白
羽
二
重
の
羅う

す

衣ぎ
ぬ

の
縁へ

り

（
50
）
】
に
、
長
い
（
50
）
接
吻
を
與
へ
ま
」
49

１　

し
た
。

２　
　

魔
術
師
の
小
屋
の
あ
る
所
は
、
彼
の
女
が
云
つ
た

３　

通
り
、
【
今
歩
い
て
来
た
（
51
）
】
繁
華
な
街
区
の
果
て
に
あ
る
【
を
少
し
放
れ
た
、
（
51
）
】

４　

物
淋
し
い
一
廓
で
し
た
。
湧
き
返
る
や
う
な
閙だ

う

５　
じ
や
う

の
巷
か
ら
、
急
に
う
す
暗
い
、
陰
気
な
地
域
へ
出

６　

て
来
た
私
の
神
経
は
、
鎭
静
す
る
と
い
ふ
よ
り
も
、

７　

却
つ
て
一
層
の
気
味
悪
さ
に
襲
は
れ
て
、
不
測
の
災
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８　

に
待
ち
受
け
ら
れ
て
居
る
や
う
な
、
疑
心
の
昂た

か

ま
る

９　

の
を
覚
え
ま
し
た
。
私
は
今
迄
、
其
の
公
園
に
は
何

10　

等
の
自
然
的
風
致
、

―
木
と
か
森
と
か
水
と
か
云
」
50

１　

ふ
物
が
、
全
く
缺
け
て
居
る
事
を
訝
し
ん
で
居
ま
し

２　

た
が
、
其
の
一
廓
へ
来
た
時
に
、
初
め
て
其
れ
が
幾

３　

分
應
用
さ
れ
て
居
る
の
を
認
め
ま
し
た
。
し
か
し
勿

４　

論
、
其
處
に
使
は
れ
て
居
る
自
然
的
要
素
は
、
決
し

５　

て
自
然
の
風
致
を
再
現
す
る
為
め
に
塩
梅
せ
ら
れ
た

６　

も
の
で
は
な
く
、
寧
ろ
飽
く
ま
で
も
人
工
を
助
け
、

７　

其
の

拗
ひ
ね
く

れ
た
技
巧
の
効
果
を
補
ふ
為
め
の
材
料
と
し

８　

て
、
取
り
入
れ
ら
れ
て
居
る
の
で
し
た
。
〈
ツ
ヾ
ク
〉

９　
　

か
う
云
つ
た
ら
ば
或
る
讀
者
は
、
「
ア
ル
ン
ハ
イ
ム

10　

の
領
地
」
と
か
、
「
ラ
ン
ダ
ア
の
小
屋
」
と
か
云
ふ
ポ
オ
」
51

１　

の
小
説
に
描
か
れ
た
園
藝
術
を
想
像
す
る
か
も
知
れ

２　

ま
せ
ん
が
、
私
の
云
ふ
人
工
的
の
山
水
は
、
あ
れ
よ

３　

り
も
も
つ
と
小
細
工
を
弄
し
た
、
も
つ
と
自
然
に
遠

４　

ざ
か
つ
た
景
色
の
や
う
に
思
は
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

５　
　

木
だ
の
草
だ
の
、
水
だ
の
【
〔
と
〕
云
ふ
も
の
（
52
）
】
を
、
ア
ー
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６　

チ
や
看
板
や
電
燈
な
ど
ゝ
全
■

（
と
）

く
同
じ
に
、
或
る

７　

建
物
を
作
り
上
げ
る
道
具
の
一
種
と
し
て
、
取
り
扱

８　

つ
て
居
る
の
で
す
。
其
處
に
あ
る
も
の
は
、
縮
小
さ

９　

れ
た
自
然
、
若
し
く
は
訂
正
さ
れ
た
自
然
で
な
く
て
、

10　
　

山
水
の
形
を
取
つ
た
建
築
物
だ
と
い
ふ
方
が
、
適
当
」
52

１　

だ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
森
や
林
が
、
植
物
ら
し
い
溌

２　

剌
と
し
た
生
気
を
缺
き
、
器
用
な
模
造
品
の
や
う
な
、

３　
　

誂
へ
向
き
の
線
状
【
と
色
と
（
53
）
】
を
た
つ
ぷ
り
と
湛
へ
て
、

４　

庭
と
い
ふ
よ
り
も
芝
居
の
道
具
立
て
に
近
い
感
じ
を

５　

起
さ
せ
ま
す
。
絵
の
具
の
代
り
に
木
の
葉
を
使
ひ
、

６　

波
幕
の
代
り
に
水
を
使
ひ
、
張は

り

子こ

の
代
り
に
丘
を
使

７　

つ
た
と
云
ふ
だ
け
の
事
な
の
で
す
。

８　
　

そ
の
山
水
を
、
一
個
の
舞
台
装
置
と
し
て
評
價
す
【
観
（
54
）
】
れ

９　

ば
、
た
し
か
に
凄
惨
な
、
特
有
【
独
特
（
55
）
】
な
場
面
に
な
つ
て
居

10　

て
、
到
底
自
然
の
風
致
な
ど
の
、
企
及
し
難
い
或
る
」
53

１　

物
を
摑
ん
で
居
ま
し
た
。
其
處
で
は
一
本
の
樹
木
の

２　

枝
、
一
塊
の
石
の
姿
ま
で
、
幽
欝
な
暗
示
を
含
み
、

３　

深
遠
な
観
念
を
表
は
す
や
う
に
配
置
さ
れ
【
て
（
56
）
】
、
吾
人
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４　

は
其
れ
が
樹
木
で
あ
り
、
石
で
あ
る
事
を
忘
れ
る
迄

５　

に
、
慄
然
た
る
鬼
気
を
感
ず
る
の
で
す
。
讀
者
は
多

６　

分
、
ベ
ツ
ク
リ
ン
の
描
い
た
、
「
死
の
嶋
」
と
い
ふ
絵
の

７　

あ
る
事
を
御
存
知
で
せ
う
。
さ
う
し
て
私
が
、
現
在

８　

説
明
し
よ
う
と
し
て
居
る
場
面
は
、
多
少
あ
の
繪
に

９　

似
通
つ
た
効
果
を
、
更
に

冷
つ
め
た

く
、
更
に
晦く

ら

く
、

10　

更
に

寂
じ
や
く

寞ま
く

た
る
物ぶ

つ

象
し
ょ
う

に
依
つ
て
現
は
し
て
居
る
の
で
」
54

１　

し
た
。
〈
ツ
ヾ
ク
〉

２　
　

先
づ
第
一
に
、
私
の
神
経
を
極
端
に
脅
か
し
た
も

３　

の
は
、
あ
の
一
廓
を
屏
風
の
如
く
囲
繞
し
て
、
黒
く
、

４　
　

堆
く
、
矗

し
よ
く

々
と
攅さ

ん

立り
つ

し
て
ゐ
る
ポ
プ
ラ
ア
の
林
で

５　

す
。
私
が
其
れ
を
林
で
あ
る
と
気
が
つ
く
迄
に
は
、

６　
　

餘
程
の
時
間
を
要
し
ま
し
た
。
な
ぜ
と
云
ふ
の
に
、

７　
　

遠
く
か
ら
望
む
と
、
〔
其
れ
は
殆
ど
林
と
見
へ
な
い
く
ら
ゐ
、
不
可
解
な
恰
好
を
し
て
ゐ
た
か
ら
で
す
。
〕
た
と
へ
て
見
れ
ば
、
ち

　
　

や
う　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
〔　

〕
内
は
欄
外
に
書
き
込
ま
れ
、
当
該
箇
所
に
挿
入
の
指
示
あ
り

８　

ど
監
獄
署
の
塀
の
や
う
な
、
頭
も
な
く
足
も
な
く
、

９　

た
ゞ
眞
黒
な
平
な
壁
が
、

10　

井
戸
側
の
如
く
円ま

る

く
續つ

ゞ

」
55
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１　

い
て
、
天
に
聳
え
て
居
る
の
で
す
。
而
も
だ
ん
だ
ん

２　

精
細
に
熟
視
す
る
と
、
其
の
蜿
蜒
た
る
壘る

い

壁へ
き

の

３　

輪
は
、
二
匹
の
偉い

大
な
蝙か

う

蝠も
り

が
、
右
と
左
に
立
ち
別

４　

れ
〔
つ
ゝ
〕
両
方
か
ら
暗あ

ん

澹た
ん

た
る

翼
つ
ば
さ

を

５　

■（
つ
ゝ
）■

擴
げ
て
、
手
を
握
り
合
つ
た
形
状

６　

を
備
へ
て
居
る
の
で
し
た
。
注
意
す
れ
ば
注
意
す
る

７　

程
、
蝙か

う

蝠も
り

の
眼
や
耳
や
、
手
や
足
や
、
翼
と
翼
と
の

８　

間
隙
な
ど
が
、
明
瞭
な
輪
廓
を
以
て
、
障
子
へ
映
る
影

９　

法
師
の
や
う
に
、
あ
り
あ
り
と
、
天
地
の
間
に
塞
が

10　

つ
て
居
る
の
で
す
。
そ
れ
故
、
〔
其
の
巧
妙
なS

ilh
ou

ette

が
何
で
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
か
私
が
判
断
に
〕
苦
し
ん
だ
の
も
無

　
　

理
」
56　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
〔　

〕
内
は
欄
外
に
書
き
込
ま
れ
、
当
該
箇
所
に
挿
入
の
指
示
あ
り

１　

が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
番
最
初
は
森
に
見
え
、
其
の
次

２　

ぎ
に
は
壁
に
見
え
、
其
の
次
ぎ
に
蝙か

う

蝠も
り

に
見
え
出
し

３　

た
【
其
の

々
た
る
（
57
）
】
モ
ン
ス
タ
ア
が
、
実
は
や
つ
ぱ
り

４　

枝
葉
の
繁
つ
た
白
揚
樹
の
密み

つ

林り
ん

を
、
非
常
に
大
規
模

５　

な
、
非
常
に
精
妙
な
技
術
に
依
つ
て
、
怪
物
の
姿
に

６　

模
し
た
も
の
だ
と
分
つ
た
時
、
私
は
一
段

７　

の
驚
異
と
讃
嘆
と
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
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８　

「
あ
な
た
は
誰
が
其
の
森
を
設
計
し
た
か
御
存
知
な

９　

い
で
せ
う
。
其
れ
は
あ
の
魔
術
が
作
つ
た
の
で
す
。

10　

つ
い
近
頃
、
自
分
が
勝
手
に
植
木
屋
を
指
図
し
て
、
」
57

１　

大
木
を
ど
ん
ど
ん
運
ば
せ
て
、
僅
か
の
間
に
植
え
さ

２　

せ
て
し
ま
つ
た
の
で
す
。
〈
ツ
ヾ
ク
〉

３　
　

仕
事
に

與
あ
づ
か

つ
た
多
勢
の
人
夫
た
ち
は
、
誰
一
人
も
此

４　

の
森
が
ど
ん
な
形
に
出
来
上
る
か
、
氣
が
付
い
た
者

５　

は
居
ま
せ
ん
で
し
た
。
〔
彼
等
は
た
ゞ
魔
術
師
の
命
ず
る
ま
ゝ
に
、
一
本
一
本
樹
を
植
ゑ
て
行
つ
た
ゞ
け
で
し
た
。
〕
い
よ
〳
〵
森
が

　
　

出
来
上
つ
た
時
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
〔　

〕
内
は
欄
外
に
書
き
込
ま
れ
、
当
該
箇
所
に
挿
入
の
指
示
あ
り

６　

魔
術
師
は
愉
快
さ
う
に
笑
つ
て
、
「
森
よ
、
森
よ
、

７　

お
前
は
蝙か

う

蝠も
り

の
姿
に
な
つ
て
、
人
間
共
を
威
嚇
し
て

８　

や
れ
。
」
と
叫
び
な
が
ら
、
魔ま

法ほ
ふ

杖づ
え

を
振ふ

り
上
げ
て
大

９　

地
を
三み

度た

び
叩
き
ま
し
た
。
す
る
と
忽
ち
、
其
處
に

10　

居
合
は
せ
た
人
夫
等
は
、
自
分
た
ち
が
今
迄
夢
中
で
」
58

１　

拵
こ
し
ら

へ
て
ゐ
た
白
揚
樹
の
森
が
、
偶
然
に
も
怪
鳥
【
物
（
58
）
】
の
影

２　

法
師
に
似
て
居
る
事
を
発
見
し
た
の
で
す
。
其
れ
以

３　

来
、
魔
術
師
の
評
判
は
、
此
の
森
の

噂
う
は
さ

と
共
に
、

４　

普
く
街
中
へ
廣
ま
り
ま
し
た
。
〈
ツ
ヾ
ク
〉
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５　
　

或
る
人
の
説
で
は
、
実
際
森
が
怪
鳥
の
形
を
持
つ

６　

て
居
る
の
で
は
な
く
、
見
る
人
の
方
が
、
さ
う
云
ふ

７　

幻
覚
を
起
す
の
だ
と
云
ひ
ま
す
。
し
か
し
兎
に
角
、

８　

魔
術
師
の
小
屋
へ
行
か
う
と
し
て
、
此
處
を
通
り
か

９　

か
つ
た
者
は
、
必
ず
常
に
影
法
師
に
脅
さ
れ
て
、
膽

10　

を
冷
や
さ
ず
に
は
居
り
ま
せ
ん
。
森
が
魔
法
に
か
け
」
59

１　

ら
れ
て
居
る
の
か
、
見
る
人
の
方
が
か
け
ら
れ
て
居
る

２　

の
か
、
其
の
秘
密
を
知
つ
て
居
る
の
は
、
た
ゞ
当
人

３　

の
魔
術
師
ば
か
り
で
す
。
」

４　
　

か
う
い
ふ
彼
の
女
の
物
語
を
聞
き
な
が
ら
、
私
は

５　

尚
も
瞳
を
凝
ら
し
て
、
附
近
一
帯
の
風
物
を
細
や
か

６　

に
點
検
し
ま
し
た
。

７　
　

魔
法
の
森

―
こ
れ
は
町
の
人
が
附
け
た
名
前
な

８　

の
で
す
。

―
は
、
單
に
形
態
が
妖
怪
じ
み
て
居
る
ば

９　

か
り
で
な
く
、
空
の
中
途
に
濃こ

い
高た

か

い

帳
と
ば
り

を
繞め

ぐ

ら
し

10　

て
、
そ
の
圏け

ん

内な
い

に
包
ま
れ
た
区
域
を
、
公
園
全
体
の
」
60

１　

花
や
か
な
色
彩
か
ら
都
合
よ
く
遮
蔽
し
、
闇や

み

と

呪
の
ろ
ひ　

２　

と
に
充
た
さ
れ
た
荒
涼
た
る
情
景
を
作
る
の
に
、
極
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３　

め
て
主
要
な
役
目
を
勤
め
て
居
る
の
で
し
た
。
〈
ツ
ヾ
ク
〉

４　
　

森
に
取
り
巻
か
【
返
さ
（
59
）
】
れ
た
場
所
の
廣
さ
は
、
何
で
も
不し

の

５　

忍
ば
ず
の

池い
け

ぐ
ら
ゐ
は
あ
つ
た
で
せ
う
。
さ
う
し
て
其
の
大

６　

部
分
に
は
、
眞
暗
な
、
腐
つ
た
水
の
ど
ん
よ
り
と

７　

澱よ
ど

ん
だ
、
じ
め
じ
め
と
し
た
沼
が
、
水
の
や
う
に

冷
ひ
や
や

か
な

８　

底
光
り
【
底
の
光
り
（
60
）
】
を
見
せ
て
（
60
）
、
一
面
に
行ゆ

き
●わ

た

つ
て
ゐ
る
様
子
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
●
は
、
さ
ん
ず
い
＋
弥

９　
　

魔
法
の
森
で
、
自
分
の
視
覚
を
疑
つ
た
私
は
、

10　

そ
の
沼
に
対
し
て
も
、
あ
ん
ま
り
水
面
が
静
か
で
あ
」
61

１　

る
為
め
、
ほ
ん
た
う
の
水
が
湛
へ
て
あ
る
の
か
、
そ

２　

れ
と
も
ガ
ラ
ス
が
張
つ
て
あ
る
の
か
、
暫
く
断
案
を
下
す
の
に
（
61
）

３　

躊
躇
し
ま
し
た
。
実
際
、
ガ
ラ
ス
張
り
だ
と
信
ず
る

４　

事
が
可
能
な
程
、
そ
の
水
は
磑が

い

々が
い

と
し
て
動
か
ず
流

５　

れ
ず
、
一
つ
所
に
凝
り
固
ま
つ
て
、
試た

め

し
に
石
を
投

６　

げ
込
ん
で
も
、
戞か

つ

々
と
鳴
つ
て
●は

ね
返
り
さ
う
に
思

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
●
は
、
て
へ
ん
＋
発

７　

は
れ
ま
し
た
。
此
の
粛
然
と
し
た
「
死
」
の
や
う
に
寂

８　

し
く
厳い

か

め
し
い
沼
の
中
頃
に
、
嶋
と
も
船
と
も
見
定
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９　

め
難
い
丘
の
や
う
な
物
が
浮
か
ん
で
居
て
、“T

h
e

10　

 K
in

gdom
 of M

agic ”

と
微
か
に
記
し
た
青
い
明あ

か

り
が
、
」
62

１　

た
つ
た
一
點
、
常
住
の
暗
夜
を
照
ら
す
星
の
如
く
、

２　

頂
の
尖と

が

つ
た
所
に
灯と

も

さ
れ
て
居
ま
す
。
「
丘
の
や
う
な

３　

物
」
が
何
で
あ
る
か
は
、
今
少
し
精
し
く
説
明
す
る
必

４　

要
が
あ
り
ま
す
が
、
其
れ
は
恰
も
地
〔
獄
〕
の
繪
に
あ
る
針

５　

の
山
に
酷
似
し
た
、
突
兀
た
る
巌
■

（
獄
）

石
の

塊
か
た
ま
り

な
の

６　

で
す
。
三
角
形
の
、
矛ほ

こ

の
や
う
に
鋭
い
岩
が
磊
々
と

７　

積
み
重
な
つ
て
、
草
も
な
く
木
も
な
く
家
も
な
く
、

８　

黙
然
と

蟠
わ
だ
か
ま

つ
て
居
る
の
で
す
。
た
ゞ
此
れ
だ
け
で
、

９　

「
魔
術
の
王
國
」
と
云
ふ
看
板
は
あ
る
も
の
ゝ
、
其
の
王

10　

國
が
何
處
に
あ
る
の
や
ら
さ
つ
ぱ
り
分
り
ま
せ
ん
。
」
63

１　

「
あ
そ
こ
で
す
。

―
あ
そ
こ
が
小
屋
の
入
り
口
で
す

２　

。
」

３　
　

と
云
つ
て
、
彼
の
女
が

指
ゆ
び
さ

し
た
方
を
見
る
と
、
成

４　

る
程
看
板
の
眞
下
の
邊へ

ん

に
、
岩
と
岩
と
の
間
に
挟
ま

５　

つ
た
、
小
い
さ
な
、
窮
屈
な
、
鉄
の
門
ら
し
い
も
の

６　

が
あ
り
ま
し
た
。
さ
う
し
て
私
た
ち
の
云
つ
て
居
る
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７　

沼
の
滸
か
ら
、
一
条
の
細
長
い

危
あ
ぶ
な

つ
か
し
い
仮か

り

橋ば
し

が
、

８　
　

其
の
門
の
前
（
62
）
ま
で
か
ゝ
つ
て
居
る
の
で
す
。

９　

「
だ
が
彼あ

の
門
は
堅
く
締
ま
つ
て
居
る
や
う
だ
。
見

10　

物
人
の
出
這
入
り
す
る
風
も
な
け
れ
ば
、
人
間
ら
し
」
64

１　

い
聲
と
云
ふ
も
の
が
ま
る
き
り
聞
え
な
い
。
あ
れ
で

２　

も
魔
術
を
や
つ
て
居
る
の
か
知
ら
。
」

３　
　

私
が
獨
り
言
の
や
う
に
云
ふ
と
、
彼
の
女
は
直
ぐ
に
【
ち
に
（
63
）
】

４　

頷
き
ま
し
た
。

５　

「
さ
う
で
す
。
今
が
大
方
、
魔
術
の
始
ま
つ
て
居
る

６　

最
中
で
せ
う
。
あ
の
魔
術
師
は
普
通
の
手
品
使
ひ
と

７　

違
つ
て
、
演
技
の
半
ば
に
囃
し
を
入
れ
た
り
、
拍は

く

手し
ゆ

８　

を
求
め
た
り
し
な
い
さ
う
で
す
。
そ
れ
程
魔
術
が
深

９　

刻
で
、
敏
速
だ
と
云
ふ
話
で
す
。
見
物
の
お
客
も
一

10　

様
に
固か

た

唾づ

を
呑
ん
で
、
殆
ん
ど
総
身
へ
水
を
か
け
ら
」
65

１　

れ
た
や
う
な
気
持
ち
に
な
つ
て
、
時
々
こ
つ
そ
り
と

２　

溜
息
を
洩
ら
す
ば
か
り
だ
と
云
ひ
ま
す
。
あ
の
静
か

３　

さ
か
ら
推
量
す
る
と
、
今
が
き
つ
と
演
技
の
最
中
に

４　

違
ひ
あ
り
ま
せ
ん
。
」
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５　
　

斯
う
云
つ
た
彼
の
女
の
聲
は
、
抑
へ
切
れ
な
い
恐

６　

怖
の
為
め
か
、
そ
れ
と
も
怪
し
い
昂
奮
の
為
め
か
、

７　

例
に
な
く
皺
嗄
れ
て
顫
へ
て
居
る
や
う
で
し
た
。
〈
別
行
〉

８　
　

二
人
は
其
れ
切
り
黙
り
込
ん
で
、
嶋
に
通
ず
る
仮

９　

橋
を
渡
り
始
め
ま
し
た
。

10　

〈
二
行
ア
ケ
〉
」
66

１２　
　

門
を
這
入
つ
て
僅
か
に
五
六
歩
進
ん
だ
時
、
今
ま

３　

で
陰
惨
な
暗
黒
の
世
界
に
馴
れ
て
居
た
私
の
瞳
は
、

４　

俄
か
に
満
場
の
眩
い
光
線
に
射い

竦す
く

め
ら
れ
て
、
ぐ
り

５　

ぐ
り
と
抉
ら
れ
る
や
う
な
痛
み
を
覚
え
ま
し
た
。
〈
ツ
ヾ
ク
〉

６　
　

あ
の
、
る
い

々〳
〵

た
る
土
塊
の
外
見
を
持
つ
て
居
た
魔

７　

術
の
王
國
は
、
意
外
に
も
金
壁
燦
爛
た
る
大
劇
場
の

８　

内
部
を
備
へ
て
、
柱
や
天
井
に
隙
間
な
く
施
さ
れ
た

９　

荘
厳
な
装
飾
が
、

々
と
し
た
電
燈
に
映
じ
て
眼

10　

の
醒
め
る
や
う
に
輝
い
て
居
る
の
で
す
。
さ
う
し
て
」
67

１　

場
内
の
あ
ら
ゆ
る
坐
席
は
、
土
間
も
二
階
も
三
階
も
、

２　
　

ぎ
つ
し
り
と
塞
が
つ
て
、
身
動
き
も
出
来
な
い
大お

ほ
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３　

入い
り

で
し
た
。
〈
ツ
ヾ
ク
〉

４　
　

観
客
の
う
ち
に
は
、
支
那
人
だ
の
、
印
度
人
だ
の
、

５　
　

欧
羅
巴
人
だ
の
、
種
々
雜
多
な
服
装
を
し
た
凡
べ

６　

て
の
人
種
が
網
羅
さ
れ
て
居
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
日

７　

本
人
ら
し
い
風
俗
の
者
は
、
わ
れ
〳
〵
以
外
に
一
人
も

８　

見
当
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
又
、
特
等
席
の

９　

ボ
ツ
ク
ス
に
は
、
其
の
都
の
上
流
社
会
の
、
公
園
な

10　

ど
へ
容
易
に
足
を
踏
み
入
れ
る
筈は

ず

の
な
い
、
紳
士
や
」
68

１　

貴
婦
人
の
き
ら
び
や
か
な
一
團
が
並
ん
で
居
ま
し
た
。
〈
ツ
ヾ
ク
〉

２　
　

彼
等
の
婦
人
の
或
る
者
は
、
由ゆ

ゐ

緒し
よ

あ
る
身
の
外
聞

３　

を
憚
る
為
め
か
、
回
々
教
徒
の
女に

よ

人に
ん

の
や
う
な
覆
面

４　

を
し
て
、
人
影
に
肩
を
す
ぼ
め
て
居
ま
し
た
け
れ
ど
、

５　
　

猶な
ほ

且か
つ

舞
台
に
注
が
れ
た
二
つ
の
瞳
に
は
、
秘
密
を

６　

裏
切
る
品
威
と
情
慾
と
の
、
鮮
や
か
な
色
が
現
れ
て

７　

居
る
の
で
し
た
。
紳
士
の
中
に
は
此
の
國
の
大
政
治

８　

家
や
、
大
実
業
家
や
、
藝
術
家
や
宗
教
家
や
道
楽
息

９　

子
や
、
い
ろ
い
ろ
の
方
面
で
名
を
知
ら
れ
た
男
た
ち

10　

が
交
つ
て
居
ま
し
た
。
私
は
彼
等
の
多
く
の
顏
を
、
」
69
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１　

嘗
て
幾
度
も
寫
眞
で
見
た
事
が
あ
る
や
う
に
感
じ
ま

２　

し
た
。
彼
等
の
或
る
者
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
似
、
又
或

３　

る
者
は
ビ
ス
マ
ル
ク
に
似
、
或
る
者
は
ダ
ン
テ
の
や

４　

う
な
、
或
る
者
は
バ
イ
ロ
ン
の
や
う
な
輪
廓
を
備
へ

５　

て
居
る
の
で
し
た
。
其
處
に
は
ネ
ロ
も
ソ
ク
ラ
テ
ス

６　

も
居
た
で
せ
う
。
ゲ
エ
テ
も
ド
ン
、
フ
ア
ン
も
居
た
で

７　

せ
う
。
私
は
彼
等
が
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
魔
の
王
國

８　

に
来
て
居
る
の
か
、
其
の
理
由
を
直
ち
に
解
釈
す
る

９　

事
が
出
来
ま
し
た
。
聖
人
で
も
暴
君
で
も
詩
人
で
も

10　

学
者
で
も
、
み
ん
な
や
つ
ぱ
り
「
不
思
議
」
と
云
ふ
も
」
70

１　

の
に
惹
き
寄
せ
ら
れ
る
心
を
持
つ
て
居
る
の
で
す
。

２　

彼
等
は
或
ひ
は
研
究
の
為
め
、
経
験
の
為
め
、
布
教

３　

の
為
め
に
来
た
の
だ
と
云
ふ
で
せ
う
。
多
分
彼
等
は
、

４　
　

自
分
で
も
さ
う
信
じ
て
居
る
で
せ
う
。
し
か
し
私

５　

に
〔
云
〕
は
せ
る
と
、
彼
等
の
魂
の
奥
底
に
は
、
程
度
こ
そ

６　

■
（
云
）

違
へ
、
私
が
感
ず
る
と
同
じ
や
う
な
美
を
感
じ
、

７　

私
が

夢
ゆ
め
み

る
と
同
じ
や
う
な
夢ゆ

め

を

夢
ゆ
め
み

る
素
質
が
潜
ん
で

８　

居
る
の
で
す
。
彼
等
は
た
ゞ
、
私
の
や
う
に
其
れ
を



152

９　

意
識
し
、
若
し
く
は
肯
定
し
な
い
だ
け
の
相
違
な
の

10　

で
す
。

―
私
は
何
と
云
ふ
事
も
な
く
、
こ
ん
な
【
斯
う
云
ふ
（
64
）
】
」
71

１　

風
に
考
へ
ま
し
た
。

２　
　

私
と
彼
の
女
と
は
、
支
那
人
の
辨
髪
だ
の
、
黒
人

３　

の
頭タ

ア

帕バ
ン

だ
の
、
婦
人
の
ボ
ン
ネ
ツ
ト
だ
の
が
、
紅
蓮

４　

白
蓮
の
波
打
つ
や
う
に
錯
綜
し
て
居
る
土
間
の
椅
子

５　

場
に
分
け
入
つ
て
、
辛
う
じ
て
二
つ
の
席
に
坐
を
占

６　

め
ま
し
た
。
舞
台
と
私
た
ち
と
の
間
に
は
、
少
く
と

７　

も
五
六
行
の
椅
子
が
列
ん
で
居
て
、
其
の
大
部
分
に

８　

は
、
瀟
洒
た
る
初
夏
の
装
ひ
を
凝
ら
し
た
欧
州
種
の

９　

若
い
女
等
が
、
肉
附
の
い
ゝ
清
ら
か
な

項
う
な
じ

を
揃
へ

10　

て
、
白
鳥
の
や
う
に

群
む
ら
が

【
集
ま
（
65
）
】
つ
て
居
る
の
で
し
た
。
私
」
72

１　

の
視
線
は
其
れ
等
の
幾
層
に
も
重
り
合
つ
た
女
の
肩

２　

を
打
ち
超こ

え
て
、
其
の
向
う
に
あ
る
舞
台
の
上
に
注

３　

が
れ
た
の
で
す
。

４　
　

舞
台
の
背
景
に
は
、
一
面
に
黒
幕
が
垂
れ
下
つ
て
、

５　
　

中
央
の
一
段
高
い
階
段
の
上
に
、
素
晴
ら
し
く
立

６　

派
な
、
玉
座
の
如
き
席
が
設
け
て
あ
り
ま
し
た
。
其
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７　

れ
が
所
謂
「
魔
術
の
キ
ン
グ
ド
ム
」
の
王
の
●
る
可
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
●
は
、
手
へ
ん
＋
處

８　

席
な
の
で
せ
う
。
其
處
に
は
生
き
た
蛇
の
冠
を

頭
か
し
ら

に

９　

戴
き
、
羅
馬
時
代
の
袍ト

ー
ガ衣

を
身
に
着
け
て
、
黄わ

う

金ご
ん

の

10　

草サ
ン

鞋ダ
ル

を
穿
い
た
極
め
て
年
若
な
魔
術
師
が
、
端
然
と
」
73

１　

し
て
腰
掛
け
て
居
る
の
で
す
。
階
段
の
下
の
、
玉
座

２　

の
右
と
左
に
は
、
三
人
づ
ゝ
の
男
女
の
助
手
が
、
奴

３　

隷
の
や
う
に
畏
ま
り
、
足
の
裏
を
観
客
の
方
へ
曝
し

４　

て
、
さ
も
賤
げ
に
額
づ
い
て
居
ま
す
。
舞
台
の
装
置

５　

と
人
物
と
は
、
纔
か
に
其
れ
だ
け
の
、
簡
單
過
ぎ
た

６　

も
の
で
し
た
。

７　
　

私
は
上
着
の
ポ
ケ
ツ
ト
を
捜
つ
て
、
門
を
這
入
る

８　

時
に
渡
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
け
て
見
ま
し
た
が
、

９　
　

其
れ
に
は
大
凡
そ
二
三
十
種
の
演
技
の
數
が
記
し

10　

て
あ
つ
て
、
孰ど

れ
も
其
れ
も
悉
く
前
古
未
曾
有
な
、
」
74

１　

驚
天
動
地
の
魔
術
で
あ
る
ら
し
く
想
像
さ
れ
ま
し
た
。

２　

最
も
私
の
好
奇
心
を
煽
【
呻
（
66
）
】
つ
た
二
三
番
の
例
を
挙
げ
れ

３　

ば
、
第
一
に
メ
ス
メ
リ
ズ
ム
と
云
ふ
の
が
あ
り
ま
す
。
〈
ツ
ヾ
ク
〉
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４　
　

其
れ
は
小
書
き
の
説
明
に
依
る
と
、
場
内
の
観

５　

客
全
体
に
催
眠
作
用
を
起
さ
せ
る
の
で
、
劇
場
内
の

６　

あ
ら
ゆ
る
人
間
が
、
魔
術
師
の
與
へ
る
暗
示
の
通
り

７　

に
錯
覚
を
感
ず
る
の
で
す
。
た
と
へ
ば
魔
術
師
が
、

８　

「
今
は
午
前
の
五
時
だ
。
」
と
云
へ
ば
、
人
々
は
爽
や

９　

か
な
朝あ

さ

の
日
光
を
見
、
自
分
た
ち
の
懐
中
時
計

10　

が
い
つ
の
間
に
や
ら
五
時
を
示
し
て
居
る
事
に
氣
が
」
75

１　

付
き
ま
す
。
其
の
外
「
其
處
は
野
原
だ
。
」
と
云
へ
ば

２　

野
原
に
見
え
、
「
海
だ
。
」
と
云
へ
ば
海
に
見
え
、
「
雨
だ

３　

。
」
と
云
へ
ば
体
が
ビ
シ
ヨ
ビ
シ
ヨ
と
濡
れ
始
め
ま
す
。

４　

次
ぎ
に
恐
ろ
し
い
の
は
「
時
間
の
短
縮
」
と
云
ふ
妖
術

５　

で
す
。
魔
術
師
が
一
箇
の
植
物
の
種
子
を
取
つ
て
土

６　

中
に
蒔
き
、
徐
ろ
に
咒
文
を
唱
へ
る
と
、
十
分
間
に

７　

其
れ
が
芽
を
吹
き
莖
を
生
じ
て
花
を
咲
か
せ
実
を
結

８　

ぶ
の
で
す
。
而
も
其
の
植
物
の
種
子
は
、
観
（
67
）
客
の
方
で

９　

勝
手
な
物
を
何
處
か
ら
で
も
擇
ん
で
来
る
こ
と
を
望

10　

む
ば
か
り
か
、
亭
々
と
し
て
雲
を
凌
ぐ
や
う
な
髙
い
」
76

１　

幹
で
も
、
欝
蒼
と
し
て
天
を
蔽
ふ
や
う
な
繁
つ
た
葉
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２　

で
も
、
十
分
間
に
必
ず
発
育
さ
せ
る
と
云
ふ
の
で

３　

す
。
其
れ
に
似
た
の
で
も
つ
と
無
氣
味
な
の
は
、
「
不

４　

思
議
な
妊
娠
」
と
題
せ
ら
れ
た
演
技
で
し
た
。
其
れ

５　

も
同
じ
く
咒
文
の
力
で
、
十
分
間
に
一
人
の
婦
人
を

６　

妊
娠
さ
せ
●
娩
さ
せ
る
の
だ
さ
う
で
す
。
其
の
魔
法

　
　
　
　
　
　
　

※
●
は
、
女
へ
ん
＋
分

７　

に
使つ

か

は
れ
る
婦
人
は
、
多
く
の
場
合
「
王
國
」
の
奴
隷
の

８　

女
で
す
が
、
若
し
も
見
物
人
の
内
に
有
志
の
婦
人
が

９　

あ
つ
て
く
れ
ゝ
ば
、
更
に
有
り
難
い
と
書
い
て
あ
り

10　

ま
す
。
以
上
の
例
を
讀
ん
だ
ゞ
け
で
も
、
讀
者
は
い
」
77

１　

か
に
其
の
魔
術
師
が
、
凡
庸
の
手
品
使
ひ
と
類
を
異

２　

に
し
て
居
る
か
、
了
解
す
る
事
が
出
来
る
で
せ
う
。
〈
別
行
〉

３　
　

し
か
し
非
常
に
残
念
な
事
に
は
、
私
が
入
場
し
た

４　

折
に
は
、
既
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
部
分
が
演
了
せ
ら

５　

れ
て
、
纔
か
に
最
終
の
一
番
を
剰
し
て
居
る
所
で
し

６　

た
。
私
た
ち
が
席
へ
就
い
て
か
ら
間
も
な
く
、
玉
座

７　

に
据
わ
つ
て
居
た
彼
の
魔
術
師
は
、
や
を
ら
立
ち

８　

上
つ
て
舞
台
の
前
面
に
歩
み
出
で
、
子
供
の
や
う
に
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９　

顔
を
赧
ら
め
な
が
ら
、
可
愛
ら
し
い
、
羞
耻
を
含
ん

10　

だ
低
い
聲こ

は

音ね

で
、
今
か
ら
取
り
か
ゝ
る
魔
法
の
説
明
」
78

１　

を
試
み
ま
し
た
。

２　

「
…
…
さ
て
、
今
晩
の
大お

ほ

詰づ
め

の
演
技
と
し
て
、

３　
　

私
は
玆
に
最
も
興
味
あ
る
、
最
も
不
可
解
な
幻
術

４　

を
、
諸
君
に
御
紹
介
し
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
其
の
幻

５　

術
は
、
仮
り
に
『
人
身
変
形
法
』
と
名
づ
け
て
あ
り
ま

６　

す
が
、
つ
ま
り
私
の
咒
文
の
力
で
、
任
意
の
人
間
の

７　

肉
体
を
、
即
坐
に
任
意
の
他
の
物
体

―
鳥
に
で
も

８　

蟲
に
で
も
獸
に
で
も
、
若
し
く
は
如
何
な
る
無
生
物
、

９　
　

た
と
へ
ば
水
、
酒
の
や
う
な
液
體
に
で
も
、
諸
君

10　

の
お
望
み
な
さ
る
通
り
に
変
形
さ
せ
て
し
ま
ふ
の
で
」
79

１　

す
。
或
は
又
、
全
身
【
人
間
の
体
全
部
（
68
）
】
で
な
く
と
も
、
首
と

２　

か
足
と
か
、
肩
と
か
臀
と
か
、
あ
る
一
（
69
）
局
部
だ
け
を
限

３　

つ
て
、
変
形
さ
せ
る
事
も
出
来
ま
す
。
…
…
」

４　
　

私
は
、
魔
術
師
が
諄
々
と
し
て
語
り
續
け
る
滑
か

５　

な
言
葉
よ
り
も
、
寧
ろ
彼
の
艶
冶
な
眉
目
と
阿
娜
た

６　

る
風
姿
と
に
心
を
奪
は
れ
、
い
つ
迄
も
い
つ
迄
も
恍
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７　

惚
と
し
て
、
眼
を
睜み

は

ら
ず
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

８　

た
。
〈
ツ
ヾ
ク
〉

９　
　

彼
が
超
凡
の
美
貌
を
備
へ
て
居
る
事
は
、
前
か
ら

10　

聞
い
て
居
た
の
で
す
が
、
其
れ
に
し
て
も
私
は
今
、
」
80

１　

話
に
依
つ
て
豫
想
し
て
居
た
彼
の
顔
立
ち
と
、
実
際

２　

の
輪
廓
と
〔
を
比
較
し
て
〕
、
美
さ
の
程
度
に
格
段
の
相
違
が
あ
る
の

３　

を
認
め
ま
し
た
。
■（

を

比
較
し

て

）

■
■
■
■
就
中
、
一
番
私
の

４　

意
外
に
感
じ
た
の
は
、
う
ら
若
い
男
子
だ
と
の
み
思

５　

つ
て
居
た
其
の
魔
術
師
が
、
男
で
あ
る
や
ら
女
で
あ

６　

る
や
ら
全
く
区
別
の
付
か
な
い
事
で
す
。
女
に
云
は

７　

せ
れ
ば
、
彼
は
絶
世
の
美
男
だ
と
云
ふ
で
せ
う
。
け

８　

れ
ど
も
男
に
云
は
せ
た
ら
、
或
は
曠
古
の
美
女
だ
と

９　

云
ふ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
私
は
彼
の
骨
格
、
筋
肉
、

10　

動
作
、
音
聲
の
凡
べ
て
の
部
分
に
、
男
性
的
の
髙
雅
」
81

１　

と
智
慧
と
活
溌
と
が
、
女
性
的
の
柔
媚
と
繊
細
と

２　

陰
険
と
の
間
に
、
渾
然
と
し
て
融
合
さ
れ
て
居
る
の

３　

を
見
ま
し
た
。
た
と
へ
ば
彼
の
房
々
と
し
た
栗
色
の

４　

髪
の
毛
や
、
ふ
つ
く
ら
と
し
た
瓜
実
顔
の
豊
頬
や
、
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５　

眞
紅
な
小
い
さ
い
唇
や
、
優
婉
に
し
て
而
も
精
悍
な

６　

手
足
の
恰
好
や
、
其
れ
等
の
一
點
一
劃
に
も
、
其
の

７　

微
妙
な
る
調
和
の
存
在
し
て
居
る
工
合
は
、
ち
や

８　

う
ど
十
五
六
歳
の
、
性
的
特
張
が
ま
だ
充
分
に
発
達

９　

し
て
居
な
い
、
少
女
或
は
少
年
の
体
質
に
よ
く
似
て
居

10　

ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
彼
の
外
見
に
関
す
る
も
う
一
つ
」
82

１　

の
不
思
議
は
、
彼
が
一
体
、
何
處
に
生
れ
た
如
何

２　

な
人
種
で
あ
ら
う
か
と
云
ふ
問
題
で
す
。
其
れ
は
恐

３　

ら
く
、
誰
れ
し
も
彼
の
皮ひ

膚ふ

の
色
を
見
た
者
に
は
當

４　

然
起
る
可
き
疑
ひ
で
、
そ
の
男

―
だ
か
女
だ
か
は
、

５　
　

決
し
て
純
粹
の
白
人
種
で
も
、
蒙
古
人
種
で
も
、

６　

黒
人
種
で
も
な
い
の
で
す
。
強
ひ
て
比
較
を
求
め
た

７　

な
ら
、
彼
の
人
相
や
骨
格
は
、
世
界
中
で
の
美
人
の

８　

産
地
と
云
は
れ
て
居
る
カ
ウ
コ
サ
ス
の
種
属
に
、

９　

い
く
ら
か
近
い
所
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
け
れ

10　

ど
も
、
も
つ
と
適
切
に
形
容
す
る
と
、
彼
の
肉
体
は
あ
」
83

１　

ら
ゆ
る
人
種
の
長
所
と
美
點
ば
か
り
か
ら
成
り
立
つ

２　

た
、
最
も
複
雜
な
混
血
兒
で
あ
る
と
共
に
、
最
も
完
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３　

全
な
人
間
美
の
表
象
で
あ
る
と
云
ふ
事
が
出
来
ま
す
。

４　

彼
は
誰
れ
に
対
し
て
も
常
に
エ
キ
ゾ
テ
イ
ツ
ク
な
魅
力

５　

を
有
し
、
男
の
前
で
も
女
の
前
で
も
、
擅
に
性
的
誘

６　

惑
を
試
み
て
、
彼
等
の
心
を
蕩
か
し
て
し
ま
ふ
資
格

７　

が
あ
る
の
で
す
。

８　

「
…
と
こ
ろ
で
私
は
、
豫
め
皆
さ
ん
に
御
相

９　

談
を
（
70
）
し
て
置
き
ま
す
が
…
」

10　
　

と
、
魔
術
師
は
猶
も
言
葉
を
續
け
ま
し
た
。
」
84

　
　１　

「
私
は
先
先
づ
試
験
的
に
、
此
處
に
控
へ
て
居
る
六
人
の
奴
隷
を
使

２　

用
し
て
、
彼
等
を
一
々
変
形
さ
せ
て
御
覧
に
入
れ
ま

３　

す
。
し
か
し
私
の
妖
術
の
い
か
に
神
秘
な
、
い
か
に

４　

奇
蹟
的
な
も
の
で
あ
る
か
を
立
證
す
る
為
め
、
私
は

５　

是
非
共
満
場
の
紳
士
淑
女
が
、
自
ら
奮
つ
て
私
の
魔

６　

術
に
か
ゝ
つ
て
頂
く
事
を
望
み
ま
す
。
【
き
た
い
と
云
ふ
事
を
、
前
以
て

７　

お
願
ひ
し
て
置
く
の
で
す
。
（
71
）
】
既
に
私
が
此
の
公
園
で

８　

興
行
を
開
始
し
て
か
ら
、
今
夜
で
二
た
月
餘
り
に
な

９　

り
ま
す
が
が
、
其
の

間
あ
ひ
だ

毎
夜
の
や
う
に
□
□
観
客
中

こ
こ
よ
り
又
谷
崎
氏
自
身
執
筆
さ
れ
た
り
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10　

の
有
志
の
方
々
が
、
而
も
常
に
多
勢
（
72
）
、
私
の
為
め
に
進
ん
で
舞
台
□
へ
登
」
85

１　

場
さ
れ
、
魔
甘
ん
じ
て
魔
術
の
犠
牲
と
な
つ
て
下
さ

２　

い
ま
し
た
。
犠
牲

―
さ
う
で
す
。
其
れ
は
た
し

３　

か
に
犠
牲
で
す
。
貴
き
人
間
の
姿
を
持
ち
な
が
ら
、

４　

私
の
法ほ

ふ

力り
き

に
弄
ば
れ
、
て
、
犬
と
な
り
豚
と
な
り
、
石
こ

５　

ろ
と
な
り
糞ふ

ん

土ど

と
な
つ
て
、
耻
を
衆
人
環
視
の
う
ち

６　

に
耻
を
曝
す
勇
気
が
な
け
れ
ば
、
此
の
舞
台
へ
は
来

７　

ら
れ
な
い
筈
で
す
。
に
も
拘
ら
ず
、
私
は
毎
夜
観
客

８　

席
に
、
頗
る
□
□
特
奇
特
な
犠
牲
者
を
幾
人
で
も
發

９　

見
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
中
に
は
身
分
の
卑
し
か

10　

ら
ぬ
【
ざ
る
（
73
）
】
貴
公
子
や
貴
婦
人
な
ど
も
、
交
つ
て
居
る
の
」
86

１　

で
す
。
密
か
に
犠
牲
者
の
仲
間

あ
ひ
だ

へ
加
は
つ
て
居
ら
れ

２　

る
と
云
ふ
噂
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ
故
私
は
、
今
夜

３　

も
亦
例
に
□
依
つ
て
、
澤
山
の
有
志
家
が
□
續
々
續
々
と
輩

４　

出
せ
ら
れ
る
事
を
信
じ
、
且
誇
り
と
し
て
居
る
次
第

５　

な
の
で
す
。
」

６　
　

斯
う
云
つ
て
た
時
□
、
青
白
い
（
74
）
魔
術
師
の
顔
に
は
顔
に
は

７　

さ
も
得
意
気
な
、
□
凄
惨
な
【
い
（
75
）
】
微
笑
が
浮
か
び
ま
し
た
。
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８　

而
も
【
さ
う
し
て
（
76
）
】
多
く
の
見
物
人
は
、
彼
□
〔
の
〕
不
敵
な
〔
辯
舌
〕
を
聴
き
、

９　

□
傲
慢
な
態
度
に
接
す
れ
ば
接
す
■

（
の
）

□
■（

辯
舌
）■

る
程
、

10　

だ
ん
〳
〵
【
ま
す
〳
〵
（
77
）
】
彼
の
に
魂
を
惹
き
付
け
ら
れ
、
征
服
さ
れ
」
87

１　

て
行
く
や
う
に
感
ず
〔
な
心
地
が
す
〕
る
の
で
す
。

２　
　

や
が
て
魔
■（

な

心
地
が

す

）

■
■
■
■
術
師
は
、
そ
の
時
ま
で
玉

３　

座
の
前
に
〔
跪
い
て
、
〕
彫
刻
の
群
像
の
如
く
蹲う

づ

踞く
ま

つ
〔
平
伏
し
〕
て
居
た
奴
隷

４　

■
（
跪
い
て
、
）

■
■
の
中
か
ら
、
一
番
う
□
■

（

平
伏
し

）

■
■
ら
若
い

５　

一
番
傷
々
し
い
一
人
の
〔
可
憐
な
〕
美た

を

□
女や

め

を

麾
さ
し
ま
ね

い
て
く
と
、
彼

６　

の
女
可
憐
な
は
夢
■

（

可
憐
な

）

■
■
遊
病
者
の
如
く
【
や
う
に
（
78
）
】
よ
ろ

７　

よ
ろ
と
し
て
（
78
）
歩
み
出
立
ち
止
り
つ
ゝ
□
魔
術
師
の
前
に
歩

８　

み
出い

で
、
再
び
其
處
に
畏
ま
り
な
が
ら
、
【
行
者
の
如
く
畏
ま
つ
て
、
（
79
）
】
絲

９　

□
□
の
弛た

る

ん
だ
操
り

繰
あ
や
つ

り
人
形
の
や
う
に
、
ぐ
た
り

10　

と
□

頭
こ
う
べ

を
項う

な

垂だ

れ
ま
し
た
。
」
88

１　

「
お
前
は
私
の
奴
□
隷
の
う
ち
で
も
、
一
番
私
の
気
に

２　

入
つ
た
、
〔
一
番
□
〕
可
愛
ら
し
い
女
だ
。
お
前
は
嘸
か
し
、
私

３　

の
家
来
■

（
一
番
）■

に
な
つ
た
事
の
奴
隷
に
な
つ
た
事
を

４　

□
□
を
幸
福
に
□
も
う
五
六
年
、
お
前
が
辛
抱
し
て

５　

さ
へ
居
れ
ば
、
お
□
私
は
き
つ
と
お
前
を
立
派
な
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６　

魔
術
師
に
さ
せ
て
居
る
や
る
。
人
間
は
勿
論
、
神
で

７　

も
悪
魔
で
も
及
ぼ
〔
ば
〕
な
い
や
う
な
、
世
界
一
の
魔
法
使

８　

ひ
に
さ
せ
て
や
■

（
ば
）

る
。
お
前
は
嘸
か
し
、
私
の
家
来
【
奴
隷
（
80
）
】

９　

に
な
つ
た
事
を
幸
福
に
感
じ
て
居
る
だ
ら
う
。
人
間

10　

界
の
女
王
に
な
る
よ
り
、
も
、
魔
の
王
国
の
奴
隷
に
な
」
89

１　

る
方
が
、
遥
か
に
幸
福
な
事
を
悟
つ
た
ゞ
ら
う
。
」

２　
　

魔
術
師
は
、
床ゆ

か

に
垂
れ
た
彼
の
女
の
長
い
髪
の
毛

３　

を
、
自
分
の
足
に
□
蹈
み
敷
い
て
、
儼
然
と
身
を
反そ

ら

４　

し
た
ま
ゝ
、
き
な
が
ら
、
儼
然
と
儼
然
と
身
□
反そ

り
身

５　

に
な
つ
て
直
立
し
た
ま
ゝ
、
こ
ん
な
句
文
句
を
嚴
か

６　

に
云
ひ
渡
し
て
、
【
ま
し
た
。
さ
う
し
た
後
、
（
81
）
】

７　

「
さ
あ
、
此
れ
か
ら
い
つ
も
の
変
形
術
を
行
ふ
の
だ

８　

が
、
お
前
は
今
夜
は
何
に
な
り
た
□
い
？　

□
私
は

９　

お
前
が
知
つ
て
居
る
通
り
、
非
常
に
慈
悲
深
い
王
様

10　

だ
。
何
で
も
お
前
の
望
み
の
ま
ゝ
に
さ
せ
て
や
る
。　

」
90

１　

る
か
ら
、
好
き
な
物
を
云
ふ
が
い
ゝ
。
」

２　
　

と
、
恰
も
歡
ば
し
【
有
り
難
（
82
）
】
い
恩
寵
を
授
け
る
や
う
な
句
調

３　

で
云
ひ
ま
し
た
。
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４　
　

其
の
時
、
□
ま
る
で
石
膏
の
如
く
【
や
う
に
（
83
）
】
硬こ

は

張ば

つ
て
居

５　

た
女に

ょ

人に
ん

の
全
身
は
、
忽
ち
電
流
を
感
じ
た
や
う
に
ぶ

６　

る
ぶ
る
波
も
く
も
く
と
波
打
つ
て
、
顫
へ
始
□
め
た
か

７　

と
思
ふ
と
、
氷
の
融
け
た
河か

は

水み
づ

の
如
く
彼
の
女
の
唇

８　

も
動
き
始
め
て
、

９　

「
あ
ゝ
王
様
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
は
今
夜

10　

夜
美
し
い
孔
雀
に
な
つ
て
、
王
様
の
玉
座
の
柱
に
背
」
91

１　

中
に
の
上
を
飛
び
廻
り
の
上
に
輪
□
を
描
き
つ
ゝ
、

２　

飛
び
廻
り
た
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」

３　
　

と
、
婆
羅
門
の
の
行
者
が
祈
祷
す
る
や
う
に
、
両
手
に

４　

を
髙
く
天
に
掲
げ
て
□
述
合
掌
し
す
る
の
で
す
。

５　
　
【
そ
の
聲
を
聞
く
と
、
（
84
）
】
〈
別
行
〉
魔
術
師
は
機
嫌
よ
く
打
ち
（
85
）
頷
い
て
、

６　

直
ち
に
〔
口く

ち

の
内う

ち

で
〕
呪
文
を
唱
へ
出
し
ま
し
た
。
十
分
間
と

７　

口
の
■（

口
の

内
で

）

■
■
■
云
ふ
話
で
し
た
が
、
彼
の
女
の
五
（
86
）
体
が

８　

□
見
て
居
る
見
る
る
間ま

に
全
く
（
86
）
孔
雀
の
羽
毛
を
生
じ

９　

に
蔽
は
れ
て
し
ま
つ
た
の
ふ
迄
に
は
、
五
分
【
間
（
87
）
】
も
か

10　

ゝ
ら
な
か
つ
た
で
せ
う
。
□
さ
う
し
て
残
り
の
五
分
」
92

１　

間
に
、
□
肩
か
ら
上
の
人
間
間
の
部
分
が
、
次
第
に
孔
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２　

雀
の
首
首
に
変
つ
て
行
く
の
で
し
た
。
此
の
、
後の

ち

の

３　

五
分
間
の
□
初
始
ま
り
に
、
ま
だ
う
ら
若
い
女
の
顔

４　

を
持
つ
【
し
（
88
）
】
た
孔
雀
が
、
さ
も
嬉
さ
も
嬉
し
げ
に
な
瞳
を
挙

５　

げ
て
ほ
ゝ
笑
み
な
が
ら
つ
ゝ
、
や
が
て
〔
次
ぎ
に
は
〕
う
つ
と
り
〔
と
〕

眼
ま
こ
と　

６　

を
□
眠ね

む

つ
て
眉
を
曇
ら
〔
根
を
寄
〕
せ
、
だ
■（

次
ぎ

に

は

）

■
■
■
ん
だ
ん
■

（
と
）　

７　

切
な
【
凄
ま
じ
（
89
）
】
い
鳥
の
■

（

根
を

寄
）

■
■

頭
あ
た
ま

に
□
轉
換
し
推
移
し
よ
う

８　

と
す
る
過
程
が
、
凡
べ
て
の
う
ち
で
最
も
詩
的
な
な

９　

最
も
光
景
の
や
う
に
感
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
斯
く
て
全

10　

十
分
間
の
終
り
目
に
、
全
然
一
匹
の
孔
雀
の
一
羽
の
孔
雀
と
」
93

１　

化
し
去
つ
た
彼
の
女
は
、
娑
婆
た
る
颯
爽
た
る
羽
ば

２　

た
き
の
音
を
立
て
ゝ

飄
ひ
や
う

□
颺や

う

と
舞
ひ
上
り
、
な
が
ら
、

３　

観
客
席
の
天
井
を
二
三
回
翔

あ
ま
が
け

つ
て
、
玉
座
の

傍
か
た
は
ら

に
□

４　

復
る
〔
飛
び
〕
帰
る
や
否
や
、
石
階
段
の
中
途
に
ぴ
た
り
と
止

５　

■
（
飛
び
）■

ま
つ
て
一い

ち

朶だ

の
錦き

ん

雲う
ん

の
地
に
落
つ
る
如
く
、
階

６　

段
の
中
途
に
し
づ
し
づ
と
降く

だ

つ
て
、
さ
つ
と
綵さ

い

扇せ
ん

を

７　

開
い
た
や
う
に
尻し

り

尾を

を
一
杯
に
擴ひ

ろ

げ
ま
し
た
。

８　
　

残
り
の
五
人
の
奴
隷
た
ち
も
、
順
々
に
魔
□
□
□

９　

王
の
前
へ

麾
さ
し
ま
ね

か
れ
て
、
一
人
一
人
〔
矢
継
ぎ
早
や
に
〕
彼
の
妖
術
を



〈
資
料
紹
介
〉
谷
崎
潤
一
郎
「
魔
術
師
」
原
稿
お
よ
び
周
辺
資
料

165

10　

施
さ
れ
て
行
■（

矢
継
ぎ

早
や

に

）

■
■
■
■
■
く
の
で
す
。
【
甘
受
し
ま
し
た
。
（
90
）
】
」
94

１　

三
人
の
男
の
奴
隷
の
う
ち
、
【
内
で
、
（
91
）
】
一
人
は
豹
の
皮
と
な
つ

２　

て
、
王
様
の
玉
座
の
椅
子
に
敷
か
れ
た
い
と
云
ひ
ま
し

３　

た
。
二
人
は
二
本
の
純
銀
の
燭
台
と
な
つ
て
、
階
段

４　

の
左
右
を
照
ら
□
し
た
い
と
云
ひ
ま
し
た
。
最
後
に

５　

二
人
の
女

を
ん
な

奴ど

隷れ
い

は
、
〔
身み

輕が
る

な
〕
二
匹
の
蝶
二
匹
の
□
二
匹
の
優

６　

し
い
胡
蝶
々
と
化
し
て
【
な
つ
て
（
92
）
】
、
■

（

身
　
な

）

■
■
身
も

か
る

々〴
〵

と
王
様

７　

の
お
姿
に
附
き
纏
ひ
た
い
と
云
ふ
の
で
【
ひ
ま
（
93
）
】
し
た
。
さ
う
し

８　

て
其
【
此
（
94
）
】
れ
等
の
五
人
の
願
ひ
は
、
即
座
に
聴
き
届
け
ら

９　

れ
た
の
で
す
。

10　
　

此
の
、
破
天
荒
な
妙
技
を
□
の
數
々
を
眼
前
に
見
」
95

１　

眺
め
た
満
場
の
観
客
は
、
水
を
打
つ
た
や
う
に
鳴
り

２　

を
静
め
て
□
震

の
餘
り
鳴
り
を
静
め
て
、
我
れ
と

３　

我
が
〔
自
分
で
自
分
の
〕
視
覚
の
作
用
を
疑
ひ
な
が
ら
、
茫
然
自
失
す
る

４　

■（

自
分
で

自
分
の

）

■
■
■
■
■
ば
か
り
で
し
た
。
□
□
殊
に
第
一
の
男

５　

の
奴
隷
が
、
魔
術
師
の
杖
に
叩
か
れ
て
煎
餅
の
や
う

６　

に
導
く
な
り
、
や
が
て
美
し
い
豹
の
皮
に
変
ら
う
と

７　

す
る
〔
一
刹
那
の
、
〕
瞬
間
の
呻
き
苦
し
い
呻
吟
め
き
聲
に
魘う

な

さ
れ
て
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８　

■
（

一
刹
那
の

、
）

■
■
■
き
聲
を
聞
か
さ
れ
た
瞬
間
に
、
私
は
自

９　

□
分
の
前
に
腰
か
け
た
一
人
の
女
が
、
□
慄
然
と
し

10　

て
面
を
蔽
ひ
つ
ゝ
連
れ
の
男
に
抱
き
着
い
た
の
を
認
」
96

１　

め
ま
し
た
。

２　

「
ど
う
で
す
か
皆
さ
ん
、
…
…
…
誰ど

な

た方
か
犠
牲
者
【
舞
台
へ
お
上
り
（
95
）
】

３　

に
な
る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
」

４　
　

と
、
魔
術
師
は
前
よ
り
も
一
層
勝
ち
誇
つ
た
態
度

５　

を
示
し
て
、
身
身し

ん

辺ぺ
ん

に
飛
び
交か

う
二
匹
の
蝶
を
追
ひ

６　

や
り
な
が
ら
、
王
座
舞
台
舞
台
の
上
を
往
つ
た
り
来

７　

た
り
し
て
居
る
の
で
す
。

８　

「
…
…
…
皆
さ
ん
は
私
魔
の
王
國
に
捕
虜
と
な
る
事

９　

を
、
そ
ん
な
に
気
味
悪
く
思
ふ
の
で
す
か
。
人
間
の

10　

威
嚴
だ
の
や
形
態
と
云
ふ
も
の
に
【
に
対
し
て
（
96
）
】
、
そ
れ
程
【
そ
ん
な
に
（
97
）
】
執
着
す
る
」
97

１　

値ね

打う

ち
が
あ
る
と
思
ふ
の
で
す
か
。
〔
あ
な
た
方
は
、
私
の
為
め
に
〕
此
処
に
居
る
蝶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
〔　

〕
内
は
欄
外
に
書
き
込
ま
れ
、
当
該
箇
所
に
挿
入
の
指
示
あ
り

２　

々
や
孔
雀
や
豹
の
皮
や
燭
台
が
は
、
あ
な
た
た
ち
よ
り
ど

３　

ん
な
に
幸
福
で
あ
る
あ
な
た
方
□
変
形
【
化
（
98
）
】
さ
せ
ら
れ
た

４　

奴
隷
た
ち
の
境
遇
を
、
浅
ま
し
い
も
の
哀
れ
な
も
の
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５　

と
考
へ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
彼
等
の
外
見

６　

は
、
た
と
へ
蝶
々
で
あ
り
孔
雀
で
あ
り
、
豹
の
皮
で

７　

あ
り
燭
台
で
あ
つ
て
も
、
彼
等
は
（
99
）
未
だ
に
人
間
の
□
情
緒
と

８　

感
覚
と
を
失
は
ず
に
居
る
の
で
す
。
彼
さ
う
し
て
彼

９　

等
の
胸
の
中
に
は
、
あ
な
た
方
の
夢
に
も
知
ら
な
い
、

10　

無
限
の
【
と
（
100
）
】
悦
樂
と
歓
喜
【
満
足
（
101
）
】
と
が
溢
れ
漲
つ
て
居
る
の
で
す
。
」
98

１　

彼
等
の
心
境
が
如い

何か

に
幸
福
を
感
じ
て
居
る
か
は
、
【
な
、
如い

何か

に
満
足
な
も

２　

の
で
あ
る
か
は
、
（
102
）
】
一
遍
私
の
魔
法
を
試た

め

せ
ば
□
直
ぐ

３　

に
分
る
の
で
す
。
し
た
お
方
に
は
、
多
分
大
概
お
分

４　

り
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。
…
…
…
」

５　
　

魔
術
師
の
言
葉
が
ま
だ
終
ら
な
い
う
ち
に
が
斯
う

６　

云
つ
て
場
内
の
場
内
の
四
方
を
見
廻
【
渡
（
103
）
】
す
と
、
人
々
は
彼
の
瞳

７　

に
睨
ま
れ
て
催
眠
術
に
か
け
ら
れ
る
事
を
恐
れ
た
の

８　

か
、

皆
み
ん
な

一
度
に
肩
を
縮
め
て
膝
に
突つ

つ

伏ぷ

し
て
し
ま
ふ

９　

ひ
ま
し
た
。
す
る
と
忽
ち
、
さ
や
さ
や
と
鳴
る
衣き

ぬ

擦ず

10　

れ
の
音
に
連つ

れ
て
、
土
間
の
一
隅
か
ら
舞
台
の
方
へ
」
99

１　

歩
い
て
行
く
優
し
微
か
な
女
の
靴
音
が
、
の
響
き
が
、

２　

深
い
沈
黙
の
底
【
空
気
（
104
）
】
を
破
つ
て
聞
え
た
の
で
す
。
【
ま
し
た
。
（
105
）
】



168

３　

「
…
…
…
魔
術
師
よ
、
お
前
□
は
私
を
定
め
て
覚
え

４　

て
居
る
だ
ら
う
。
私
は
初
め
、
お
前
の
魔
術
よ
り
も
、
お

５　

前
の
美
貌
に
迷
は
さ
れ
て
、
昨き

の

ふ日
も
〔
今け

日ふ

も
〕
一お

と

ゝ

ひ

昨
日
も
先さ

き

一お
と

６　

昨と
い

日
も
見
物
に
来
た
の
だ
。
ま
し
た
。
■

（

今
日
も

）

■
■
お
前
が

７　

私
を
犠
牲
〔
者
〕
の
中
へ
加
へ
て
く
れ
ゝ
ば
、
□
そ
れ
で
私

８　

は
自
分
の
■

（
者
）

戀
が
か
な
□
つ
た
も
の
だ
と
思
ひ
ま
せ
う
。

９　

だ
と
あ
き
ら
め
ま
す
。
ど
う
ぞ
私
を
、
お
前
の
足
に

10　

穿は

い
て
穿
い
【
絡か

ら

ま
つ
（
106
）
】
て
居
る
金き

ん

の
草わ

ら

じ鞋
に
さ
せ
て
下
さ
い
。
」
」
100

１　
　

斯
う
云
ふ
聲
に
誘さ

そ

は
れ
て
、
【
驚
か
さ
れ
て
、
（
107
）
】
お
づ
お
づ
と
顔
を

２　

擡
げ
た
私
は
、
先せ

ん

刻こ
く

特
等
席
に
居
た
覆
面
の
婦
人
が
、

３　

殉
職
者
の
如
く
ひ
れ
伏
し
て
、
魔
術
師
の
前
に
倒
れ

４　

て
居
る
の
を
見み

出い
だ

し
ま
し
た
。

５　

〈
二
行
ア
ケ
〉

６　７　
　

魔
術
師
の
魅
力
に
惑
は
溺
れ
て
、
惑
は
さ
れ
て
、
舞

８　

台
へ
ふ
ら
ふ
ら
と
進
み
出
た
男
女
は
、
覆
人
の
面
の
婦
人
の
後

９　

に
も
十
数
人
あ
り
ま
し
た
。
さ
う
し
て
、
ち
や
う
ど

10　

二
十
人
目
に
の
犠
牲
者
と
な
る
可
く
、
夢
中
で
席
を
」
101
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１　

離
【
放
（
108
）
】
れ
た
の
は
斯
く
云
ふ
私
自
身
で
し
た
。

２　
　

あ
の
時
、
私
の
戀
人
は
、
私
の
袖
を
し
□
つ
か
り

３　

と
捕
へ
て
、
涙
を
さ
め
ざ
め
と
流
し
て
云
ひ
ま
し
た
。

４　

「
あ
ゝ
、
あ
な
た
は
と
う
た
う
魔
術
師
に
負
け
て
し

５　

ま
つ
た
の
で
す
。
【
ひ
ま
し
た
。
（
109
）
】
私
の
あ
な
た
を
戀
ひ
す
る
心
は
、
あ

６　

の
魔
術
師
の
美
貌
を
見
て
も
迷
は
【
変
ら
（
110
）
】
な
い
の
に
、
あ
な

７　

た
は
彼あ

の
□
人
に
誘
惑
さ
れ
て
、
私
を
捨
て
て
忘
れ

８　

て
し
ま
つ
た
の
で
す
。
私
を
□
捨
て
ゝ
、
あ
の
魔
術

９　

師
に
仕つ

か

へ
よ
う
と
な
さ
る
の
で
す
。
あ
な
た
は
何
と

10　

云
ふ
意
気
地
の
な
い
、
薄
情
な
人
間
で
せ
う
。
」
」
102

１　

「
私
は
お
前
の
云
ふ
通
り
、
意
気
地
の
な
い
人
間
だ
。

２　

あ
の
魔
術
師
の
美
貌
に
溺
れ
て
、
お
前
を
忘
れ
て
し

３　

ま
つ
た
の
だ
。
成
る
程
（
111
）
私
は
負
け
た
に
違
ひ
な
い
。
□
し
か

４　

し
私
に
は
、
負
け
る
か
勝
つ
か
と
云
ふ
事
よ
り
も
つ

５　

と
重
は
そ
ん
な
重
大
な
問
題
で
は
な
い
。
」
よ
り
も
つ

６　

と
大
切
な
問
題
【
目
的
標
（
112
）
】
が
あ
る
の
だ
。
」

７　
　

か
う
云
ふ

間
あ
ひ
だ

も
、
私
の
魂
は
磁
石
に
吸
は
□
□
れ
る
鉄

８　

片
の
や
う
に
、
魔
術
師
の
方
へ
引
き
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。



170

９　

て
居
る
の
で
し
た
。

10　

「
私
の
望
み
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」
103

１　

「
魔
術
師
よ
、
私
は
半フ

ア

ウ

ン

羊
神
に
な
り
た
い
の
だ
。

半
フ
ア
ウ　

２　

羊
ン

神
に
な
つ
て
、
魔
術
師
の
玉
座
の
前
に
躍
り
狂
つ
て

３　

居
た
い
の
だ
。
ど
う
ぞ
私
の
望
み
を
か
な
へ
て
、
お

４　

前
の
奴
隷
に
使
つ
て
く
れ
。
」

５　
　

私
は
舞
台
に
駈
け
□
上
つ
て
、
譫う

は

言ご
と

の
や
う
口
走

６　

り
ま
し
た
。

７　

「
よ
ろ
し
い
、
よ
ろ
し
い
、
お
前
の
望
み
は
如い

何か

に

８　

も
お
前
に
適
当
し
て
居
る
。
お
前
は
初
め
か
ら
、
□

９　

人
間
な
ど
に
生
れ
る
必
要
は
な
か
つ
た
と
の
だ
。
」

10　
　

魔
術
師
が
【
は
（
113
）
】
か
ら
か
ら
と
笑
つ
て
、
魔
法
杖
で
私
の
」
104

１　

背
中
を
一
と
打
ち
打
つ
と
、
【
ピ
シ
リ
と
打
ち
ま
し
た
。
す
る
と
、
（
114
）
】
見
る
〳
〵
（
115
）
私
の
両

２　

脚あ
し

に
は
□
□

々
た
る
羊
の
毛
が
生
へ
、
て
、
頭
に
は

３　

二
本
の
角
□
□
が
現
れ
【
出
（
116
）
】
た
の
で
す
。
同
時
に
私
は
の
胸

４　

の
中
に
は
、
人
間
ら
し
い
良
心
良
心
の
苦
悶
が
悉
く
消
え
て
、

５　

【
失
せ
て
、
（
117
）
】
太
陽
の
如
く
晴
れ
や
か
な
、
海
の
如
く
廣

６　

大
な
愉
悦
の
情
が
、
滾
々
と
し
て
湧
き
出
で
ま
し
た
。
〈
別
行
〉
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７　
　

暫
く
の
間
、
私
は
有
頂
天
に
な
つ
て
、
嬉
し
□
紛ま

ぎ

８　

れ
に
舞
台
の
上
を
浮
か
れ
廻
つ
て
居
ま
し
た
が
、
間

９　

も
〔
程
〕
な
く
私
の
□
歡
び
は
、
私
の
以
前
の
戀
人
に
依
つ

10　

■
（
程
）

て
妨
害
さ
れ
ま
し
た
。
」
105

１　
　

私
の
跡
を
追
ひ
か
け
な
が
ら
【
て
（
118
）
】
、
惶あ

は

て
ゝ
【
直
ぐ
に
（
119
）
】
舞
台
へ
上
つ
て

２　

来
た
彼
の
女
は
、
魔
□
術
師
に
向
つ
て
こ
ん
な
事
を

３　

云
つ
た
の
で
す
。

４　

「
私
は
あ
な
た
の
美
貌
や
魔
法
に
迷
は
さ
れ
て
、
此

５　

處
へ
来
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
私
の
戀
人
□

６　

戀
人
を
取
り
戻
し
に
来
た
の
で
す
。
彼あ

處
の
□
□
□

７　

彼あ

の
忌
ま
は
し
い
半
半フ

ァ

ウ

ン

羊
〔
神
〕
の
姿
に
な
つ
た
男
を
、

８　

ど
う
ぞ
直
ち
に
人
間
に
し
■

（
神
）

て
返
し
て
下
さ
い
。
そ

９　

れ
と
も
若
し
、
彼あ

の
人
を
返
す
事
が
出
来
な
い

10　

返
す
譯
に
行
か
な
い
と
云
ふ
な
ら
、
い
つ
そ
私
を
彼あ

の
人
」
106

１　

と
同
じ
姿
に
さ
せ
て
下
さ
い
。
た
と
へ
彼あ

の
人
が
□

２　

私
を
捨
て
ゝ
も
、
□
□
□
私
は
永
□
劫
に
彼あ

の
人
を

３　

捨
て
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。
【
な
い
の
で
す
。
（
120
）
】
私
は
何
處
ま
で
も
彼あ

の
人
の
跡

４　

飽
く
迄
、
彼
の
人
の
行
く
所
へ
附
い
て
□
行
く
の
で
す
。
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５　

彼あ

の
人
が
半フ

ア

ウ

ン

羊
神
に
な
つ
た
ら
、
【
の
な
ら
、
（
121
）
】
私
も
半フ

ア

ウ

ン

羊
神

６　

に
な
り
ま
せ
う
。
私
は
飽
く
迄
、
彼あ

の
人
の
行
く
所

７　

へ
附
い
て
行
き
ま
せ
う
。
」

８　

「
よ
ろ
し
い
、
そ
ん
な
ら
お
前
も
半フ

ア

ウ

ン

羊
神
に
し
て
や

９　

る
。
」

10　
　

此
の
魔
術
師
の
一
言
と
共
に
、
彼
の
女
は
忽
ち
、
」
107

１　

醜
み
に
く

い

咒
の
ろ
は

し
い
半
獣
の

体
か
ら
だ

に
化
け
た
の
で
す
。
【
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
（

122
）
】

２　

さ
う
し
て
、
い
き
な
り
私
の
前
へ
馳
せ
寄
つ
て
、

３　

私
を
目
が
け
て
驀ば

く

然ぜ
ん

と
走
り
寄
つ
た
か
と
思
ふ
と
、

４　

い
と
も
い
き
な
り
自
分
の

頭
あ
た
ま

の
角つ

の

を
、
私
の
角つ

の

に
執

５　

念
深
く
□
し
つ
か
り
と
絡か

ら

ま
せ
み
着
か
せ
、
二
つ
の
首
は
（
123
）
飛
ん

６　

で
も
跳は

ね
て
も
離
れ
な
く
な
つ
て
【
い
や
う
に
し
て
（
123
）
】
し
ま
ひ
ま
し

７　

た
。

８　
　
　
　
　
　
　
　

大
正
五
、十
二
月
作　
　
　

」
108

９　10　
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〈
資
料
３
‐
２
〉
「
原
稿
」
書
き
換
え
箇
所
一
覧
表

【
凡
例
】

一
、
谷
崎
に
よ
る
書
き
換
え
と
見
な
す
こ
と
の
で
き
る
箇
所
を
す
べ
て
抽
出
し
た
。
そ
の
上
で
、
原
稿
に
施
さ
れ
た
加
筆
が
初
出
に
反
映

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
「
元
の
語
句
」「
加
筆
後
」「
初
出
『
新
小
説
』
」
の
対
応
す
る
箇
所
を
比
較
で
き
る
形
で
列
挙
し
た
。

一
、
引
用
に
際
し
て
字
体
は
通
行
の
も
の
に
改
め
、
ル
ビ
は
適
宜
省
略
し
た
。

一
、
表
の
一
段
目
の
数
字
は
書
き
換
え
箇
所
の
通
し
番
号
を
表
し
、
二
段
目
の
数
字
は
原
稿
用
紙
の
枚
数
を
表
す
。

一
、
二
重
線
は
、
原
稿
の
書
き
手
が
交
代
し
た
こ
と
を
表
し
、
①
谷
崎
潤
一
郎
②
田
中
純
③
細
田
源
吉
④
谷
崎
潤
一
郎
の
順
で
交
代
し
て

い
る
。

一
、
八
十
五
枚
目
以
降
は
谷
崎
自
身
が
原
稿
用
紙
上
で
推
敲
を
重
ね
な
が
ら
書
き
進
め
て
い
る
。
他
の
箇
所
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、

書
き
換
え
箇
所
の
み
を
抽
出
す
る
こ
と
と
し
た
。
文
の
中
途
で
書
き
換
え
ら
れ
て
い
た
り
、
変
更
後
の
文
が
次
行
の
文
中
に
挿
入
さ

れ
て
い
た
り
と
い
っ
た
、
執
筆
中
に
変
更
し
た
と
お
ぼ
し
き
箇
所
は
書
き
換
え
と
見
な
さ
ず
、
一
度
書
き
上
げ
ら
れ
た
文
章
に
施
さ

れ
た
変
更
の
み
を
数
え
た
。
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号番

数枚

元
の
語
句

加
筆
後

初
出
『
新
小
説
』

1

1

遭
つ
た

会
つ
た

会
つ
た

2

3

聴
い
て

聞
い
て

聞
い
て

3

連
想
す
る
な
ら
ば

連
想
す
る
や
う
な
ら

連
想
す
る
や
う
な
ら

4

4

複
雑

混
濁
と

混
濁
と

5

5

鵞
蛋

皮
蛋

皮
蛋

6

6

大
通
り

ア
ヹ
ニ
ユ
ウ

ア
ヹ
ニ
ユ
ウ

7

7

慵
げ
に

ぱ
つ
ち
り
と

ぱ
つ
ち
り
と

8

10

強
烈
な

突
飛
な

突
飛
な

9

も
つ
と
凄
惨
な

も
つ
と
妖
麗
な

も
つ
と
妖
麗
な

10

Zigom
ar

F
antoum

a
F

antoum
a

11

一
層
凶
暴
な
悪
漢
や
、
一
層
嬋
麗
な
毒
婦
た
ち
の
、

×

×

12

犯
罪
の

フ
イ
ル
ム
の

フ
イ
ル
ム
の

13

11

媚
態

媚
笑

媚
笑

14

12

“T
he m

urders in the R
ue M

orgue ”

の
中
に

描
か
れ
た
猛
獣
の
動
作
が
、
生
き
生
き
と
し
た
絵

画
と
な
つ
て
事
実
そ
の
ま
ゝ
に
演
ぜ
ら
れ
る
光
景

を
、
ち
よ
つ
と
で
も
考
へ
て
御
覧
な
さ
い
。
或
は

×

×

15

13

さ
う
し
て

而
も

而
も

16

手
を
捕
へ

腕
に
絡
ま
り

腕
に
絡
ま
り
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17

肩
を
抱
い
て

肩
に
し
が
み
着
い
て

肩
に
し
が
み
着
い
て

18

14

生
々
し
さ

明
白
さ

明
白
さ

19

其
の
声

拍
手

拍
手

20

ど
よ
め
い
て
居
る

ど
よ
め
き
渡
る

ど
よ
め
き
渡
る

21

15

鮮
か
に

精
細
に

精
細
に

22

言
葉

話

話

23

心
地
が
し

眩
ゆ
さ
を
感
じ

眩
ゆ
さ
を
感
じ

24

事
実
な
の
で
す
。

屡
々
あ
る
の
で
す
。

屡
々
あ
る
の
で
す
。

25

16

知
つ
て
居
る
筈
だ
。

知
つ
て
居
る
に
違
ひ
な
い
。

知
つ
て
居
る
に
違
ひ
な
い
。

26

17

小
屋
の
前
を
通
つ
て
、毒
々
し
い
ペ
ン
キ
絵
の
、

魔
術
の
看
板
を
見
に
来
る
ば
か
り
で
、

小
屋
の
前
を
素
通
り
し
ま
し
た
が
、

小
屋
の
前
を
素
通
り
し
ま
し
た
が
、

27

ま
だ
一
遍
も
這
入
つ
た
こ
と
が
な
い

ま
だ
一
遍
も
中
へ
這
入
つ
た
こ
と
が
な
い

ま
だ
一
遍
も
中
へ
這
入
つ
た
こ
と
が
な
い

28

町
の
人
々
に
云
は
れ
た
の
で
す
。

町
の
人
々
が
云
ふ
の
で
す
。

町
の
人
々
が
云
ふ
の
で
す
。

29

魔
術

魔
法

魔
法

30

印
度
更
紗
の
幕

冷
い
鉄
の
門

冷
い
鉄
の
門

31

24

此
の
騒
擾
に
充
た
さ
れ
て
居
る

×

×

32

列
ね
た

連
ね
た

連
ね
た

33

27

此
の
町
の
人

此
の
公
園
へ
来
る
人

此
の
公
園
へ
来
る
人

34

28

静
か
な
の
は

正
気
な
者
は

正
気
な
者
は

35

30

幾
百
万
点

幾
百
万
粒

幾
百
万
粒
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36

31

曲
芸
師

チ
ヤ
リ
ネ

チ
ヤ
リ
ネ

37

36

弯
曲

弯
屈

弯
屈

38

37

あ
な
た
、魔
術
師
の
小
屋
は
彼
処
に
あ
る
の
よ
。
魔
術
師
の
小
屋
は
彼
処
に
あ
る
の
で
す
。

魔
術
師
の
小
屋
は
彼
処
に
あ
る
の
で
す
。

39

39

心
地
が
し
ま
し
た
。

心
地
を
覚
え
ま
し
た
。

心
地
を
覚
え
ま
し
た
。

40

43

私
を
愛
し
て
く
れ
る

私
を
愛
し
て
居
る

私
を
愛
し
て
居
る

41

44

失
は
ず
に
居
た
の
で
す
。

失
は
ず
に
居
た
の
で
し
た
。

失
は
ず
に
居
た
の
で
し
た
。

42

45

二
人
の
縁
を
切
つ
て
し
ま
ふ
方
が
、

二
人
の
縁
を
切
つ
た
方
が
、

二
人
の
縁
を
切
つ
た
方
が
、

43

大
胆
な
女
に
な
つ
た
か
と
思
へ
ば
、

大
胆
な
女
に
な
つ
た
か
と
思
ふ
と
、

大
胆
な
女
に
な
つ
た
か
と
思
ふ
と
、

44

46

に
こ
や
か
に
笑
つ
て
居
る
の
で
す
。

に
こ
や
か
に
笑
つ
て
居
る
ば
か
り
で
す
。

に
こ
や
か
に
笑
つ
て
居
る
ば
か
り
で
す
。

45

再
三
繰
返
す
と

再
三
再
四
繰
返
す
と

再
三
再
四
繰
返
す
と

46

一
番
楽
し
く
、
一
番
幸
福
に

ど
ん
な
に
楽
し
く
、
ど
ん
な
に
幸
福
に

ど
ん
な
に
楽
し
く
、
ど
ん
な
に
幸
福
に

47

47

感
ぜ
ら
れ
る
の
で
す
。

感
ぜ
ら
れ
る
で
せ
う
。

感
ぜ
ら
れ
る
で
せ
う
。

48

云
ひ
捨
て
ゝ
し
ま
ふ
の
で
す
。

云
ひ
捨
て
ゝ
し
ま
ひ
ま
し
た
。

云
ひ
捨
て
ゝ
し
ま
ひ
ま
し
た
。

49

「
あ
な
た
、

「
さ
あ
あ
な
た
、

「
さ
あ
あ
な
た
、

50

49

白
羽
二
重
の
羅
衣
の
縁
に
接
吻
を

白
衣
の
裾
に
長
い
接
吻
を

白
衣
の
裾
に
長
い
接
吻
を

51

50

今
歩
い
て
来
た
繁
華
な
街
区
を
少
し
放
れ
た
、

物
淋
し
い
一
廓

繁
華
な
街
区
の
果
て
に
あ
る
物
淋
し
い
一
廓

繁
華
な
街
区
の
果
て
に
あ
る
物
淋
し
い
一
廓

52

52

水
だ
の
と
云
ふ
も
の
を

水
だ
の
を

水
だ
の
を

53

53

線
と
色
と
を

線
状
を

線
状
を

54

観
れ
ば

評
価
す
れ
ば

評
価
す
れ
ば
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55

独
特

特
有

特
有

56

54

配
置
さ
れ
て
、

配
置
さ
れ
、

配
置
さ
れ
、

57

57

其
の

々
た
る

×

×

58

59

怪
物

怪
鳥

怪
鳥

59

61

取
り
返
さ
れ
た

取
り
巻
か
れ
た

取
り
巻
か
れ
た

60

底
の
光
り
を
、

底
光
り
を
見
せ
て
、

底
光
り
を
見
せ
て
、

61

62

断
案
を
躊
躇
し
ま
し
た
。

断
案
を
下
す
の
に
躊
躇
し
ま
し
た
。

断
案
を
下
す
の
に
躊
躇
し
ま
し
た
。

62

64

門
ま
で

門
の
前
ま
で

門
の
前
ま
で

63

65

直
ち
に

直
ぐ
に

直
ぐ
に

64

71

斯
う
云
ふ
風
に

こ
ん
な
風
に

こ
ん
な
風
に

65

72

集
ま
つ
て

群
つ
て

群
つ
て

66

75

呻
つ
た

煽
つ
た

煽
つ
た

67

76

客

観
客

観
客

68

80

人
間
の
体
全
部

全
身

全
身

69

局
部

一
局
部

一
局
部

70

84

御
相
談
し
て

御
相
談
を
し
て

御
相
談
を
し
て

71

85

自
ら
奮
つ
て
私
の
魔
術
に
か
ゝ
つ
て
頂
き
た
い

と
云
ふ
事
を
前
以
て
お
願
い
し
て
置
く
の
で
す
。

自
ら
奮
つ
て
私
の
魔
術
に
か
ゝ
つ
て
頂
く
事

を
望
み
ま
す
。

自
ら
奮
つ
て
私
の
魔
術
に
か
ゝ
つ
て
頂
く
事

を
望
み
ま
す
。

72

私
の
為
め
に

常
に
多
勢
、
私
の
為
め
に

常
に
多
勢
、
私
の
為
め
に

73

86

卑
し
か
ら
ざ
る

卑
し
か
ら
ぬ

卑
し
か
ら
ぬ
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74

87

魔
術
師
の
顔
に
は

青
白
い
魔
術
師
の
顔
に
は

青
白
い
魔
術
師
の
顔
に
は

75

凄
い

凄
惨
な

凄
惨
な

76

さ
う
し
て

而
も

而
も

77

ま
す
〳
〵

だ
ん
〳
〵

だ
ん
〴
〵

78

88

彼
の
女
は
夢
遊
病
者
の
や
う
に
よ
ろ
よ
ろ
と

彼
の
女
は
夢
遊
病
者
の
如
く
よ
ろ
よ
ろ
と
し
て

彼
の
女
は
夢
遊
病
者
の
如
く
よ
ろ
よ
ろ
と
し
て

79

再
び
其
処
に
行
者
の
如
く
畏
ま
つ
て
、

再
び
其
処
に
畏
ま
り
な
が
ら
、

再
び
其
処
に
畏
ま
り
な
が
ら
、

80

奴
隷

家
来

家
来

81

90

云
ひ
渡
し
ま
し
た
。
さ
う
し
た
後
、

云
ひ
渡
し
て
、

云
ひ
渡
し
て
、

82

91

有
り
難
い

歓
ば
し
い

歓
ば
し
い

83

石
膏
の
や
う
に

石
膏
の
如
く

石
膏
の
如
く

84

92

そ
の
声
を
聞
く
と
、

×

×

85

頷
い
て

打
ち
頷
い
て

打
ち
頷
い
て

86

彼
の
女
の
体
が
孔
雀
の
羽
毛
に
蔽
は
れ
て
し
ま

ふ
迄
に
は
、

彼
の
女
の
五
体
が
全
く
孔
雀
の
羽
毛
に
蔽
は

れ
て
し
ま
ふ
迄
に
は
、

彼
の
女
の
五
体
が
全
く
孔
雀
の
羽
毛
に
蔽
は

れ
て
し
ま
ふ
迄
に
は
、

87

五
分
間

五
分

五
分

88

93

女
の
顔
を
し
た

女
の
顔
を
持
つ
た

女
の
顔
を
持
つ
た

89

凄
ま
じ
い

切
な
い

切
な
い

90

94

妖
術
を
甘
受
し
ま
し
た
。

妖
術
を
施
さ
れ
て
行
く
の
で
す
。

妖
術
を
施
さ
れ
て
行
く
の
で
す
。

91

95

内
で
、

う
ち
、

う
ち
、

92

蝶
々
と
な
つ
て

蝶
々
と
化
し
て

蝶
々
と
化
し
て
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93

と
云
ひ
ま
し
た
。

と
云
ふ
の
で
し
た
。

と
云
ふ
の
で
し
た
。

94

此
れ

其
れ

其
れ

95

97

舞
台
へ
お
上
り
に
な
る
方

犠
牲
者
に
な
る
方

犠
牲
者
に
な
る
方

96

形
態
に
対
し
て
、

形
態
と
云
ふ
も
の
に
、

形
態
と
云
ふ
も
の
に
、

97

そ
ん
な
に

そ
れ
程

そ
れ
程

98

98

変
化

変
形

変
形

99

未
だ
に

彼
等
は
未
だ
に

彼
等
は
未
だ
に

100

無
限
と
悦
楽

無
限
の
悦
楽

無
限
の
悦
楽

101

満
足

歓
喜

歓
喜

102

99

如
何
に
幸
福
な
、
如
何
に
満
足
な
も
の
で
あ
る
か
は

如
何
に
幸
福
を
感
じ
て
居
る
か
は
、

如
何
に
幸
福
を
感
じ
て
居
る
か
は
、

103

見
渡
す

見
廻
す

見
廻
す

104

100

沈
黙
の
空
気

沈
黙
の
底

沈
黙
の
底

105

聞
え
ま
し
た
。

聞
え
た
の
で
す
。

聞
え
た
の
で
す
。

106

お
前
の
足
に
絡
ま
つ
て
居
る

お
前
の
足
に
穿
い
て
居
る

お
前
の
足
に
穿
い
て
居
る

107

101

驚
か
さ
れ
て

誘
は
れ
て

誘
は
れ
て

108

102

放
れ
た

離
れ
た

離
れ
た

109

負
け
て
し
ま
ひ
ま
し
た

負
け
て
し
ま
つ
た
の
で
す

負
け
て
し
ま
つ
た
の
で
す

110

変
ら
な
い
の
に
、

迷
は
な
い
の
に
、

迷
は
な
い
の
に
、

111

103

私
は
負
け
た
に
違
ひ
な
い

成
る
程
私
は
負
け
た
に
違
ひ
な
い

成
る
程
私
は
負
け
た
に
違
ひ
な
い
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112

目
標

問
題

問
題

113

104

魔
術
師
は

魔
術
師
が

魔
術
師
が

114

105

ピ
シ
リ
と
打
ち
ま
し
た
。
す
る
と
、

一
と
打
ち
打
つ
と
、

一
と
打
ち
打
つ
と
、

115

私
の
両
脚
に
は

見
る
〳
〵
私
の
両
脚
に
は

見
る
〳
〵
私
の
両
脚
に
は

116

出
た
の
で
す
。

現
れ
た
の
で
す
。

現
れ
た
の
で
す
。

117

消
え
失
せ
て
、

消
え
て
、

消
え
て
、

118

106

追
ひ
か
け
て
、

追
ひ
か
け
な
が
ら
、

追
ひ
か
け
な
が
ら
、

119

直
ぐ
に

惶
て
ゝ

惶
て
ゝ

120

107

捨
て
な
い
の
で
す
。

捨
て
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。

捨
て
る
事
が
出
来
ま
せ
ん
。

121

半
羊
神
に
な
つ
た
の
な
ら
、

半
羊
神
に
な
つ
た
ら
、

半
羊
神
に
な
つ
た
ら
、

122

108

化
け
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

化
け
た
の
で
す
。

化
け
た
の
で
す
。

123

飛
ん
で
も
跳
ね
て
も
離
れ
な
い
や
う
に
し
て

二
つ
の
首
は
飛
ん
で
も
跳
ね
て
も
離
れ
な
く

な
つ
て

二
つ
の
首
は
飛
ん
で
も
跳
ね
て
も
離
れ
な
く

な
つ
て


